
座談会 2025年センサスに見る農業構造の動向
司 会 安藤 光義
報 告 者 橋詰 登

1951年7月20日第3種郵便物認可 2026年3月1日発行 毎月1回1日発行第76巻第3号 ISSN0913―6134

編集代表 谷口信和

農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ

二
〇
二
六
年
三
月
号
（
第
八
八
七
号
）
座
談
会

2
0
2
5
年
セ
ン
サ
ス
に
見
る
農
業
構
造
の
動
向

農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ

頒
価
二
一
〇
円
送
料
七
五
円

一
九
五
一
年
七
月
二
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

二
〇
二
六
年
三
月
一
日
発
行

毎
月
一
回
一
日
発
行

第
七
六
巻
第
三
号

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
ノ
二
ノ
一

全

農

林

労

働

組

合

農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
編
集
部

T
E
L

〇
三－

三
五
〇
八－

四
三
五
〇

「可睡斎ひなまつり」（写真提供：井上久美枝氏）

表紙の写真は、神奈川県二宮町の吾妻山（標高136．2ｍ）展望台から眺める富士山と菜の花のコラ
ボ写真です。撮影は1月下旬でしたが、冬の晴天の日は、空気も澄んで西に富士山、南に相模湾が拡
がり、絶景のパノラマビューが楽しめます。
また、上掲の写真は、静岡県袋井市の「可睡斎（かすいさい）のひなまつり」です。「可睡斎」と

は、室町時代に開山された曹洞宗の仏教寺院のことですが、その名のゆかりは、11代目の住職が幼少
の徳川家康とその父親を戦乱の中から救い出し助けたことから親交が深く、家康の前での居眠りを許
される和尚という意味で名付けられたとのことです。毎年元旦から3月末まで開催されるひなまつり
では、瑞龍閣の大広間に飾られた天井まで届きそうな日本最大級の32段1，200体のお雛様が壮観です。

「農村と都市をむすぶ」編集委員会
（農林行政を考える会）

編集代表 谷 口 信 和 東京大学名誉教授
編 集 長 安 藤 光 義 東京大学教授
編集委員 堀 口 健 治 早稲田大学名誉教授

神 山 安 雄 農政ジャーナリスト
小 林 信 一 静岡県立農専大学名誉教授
矢 坂 雅 充 日本農業研究所客員研究員
秋 山 満 宇都宮大学特任教授
友 田 滋 夫 日本大学准教授
作 山 巧 明治大学教授
西 川 邦 夫 茨城大学教授

2026年3月号 N0.887



◎「水田活用新時代」は農文協（農業書センターTEL03-6261-4760）、「農政改革下の
農業・農村」は全農林・農村と都市をむすぶ編集部（TEL03-3508-4350）、「日本酪
農への提言」は筑波書房（TEL03-3267-8599）までお問い合わせください。

「農政改革」下の農業・農村
神山安雄 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

－減反・転作対応から地域産業興しの拠点へ－

水田活用新時代

谷口信和・梅本 雅・千田雅之・李 侖美 著

「日本酪農への提言」
持続可能な発展のために

米価下落、TPP・自由化路線に抗し、
水田を地域農業・産業の拠点として
活かすための実践的提案の書

小林信一 著

◎「コメ危機の深層」はhttps://bookplus.nikkei.com、「基本法の見直しは日本農業の
救世主たりうるか」、「増加する雇用労働と日本農業の構造」は筑波書房（TEL03-3267
-8599）までお問い合わせください。

編集代表 谷口信和
編集担当 安藤光義

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

コメ危機の深層

国民生活に大きな影響を及ぼした「令和のコメ騒動」。2024年

夏以降、米価は上昇を続け、翌年春には前年比2倍の高値を付

けた。量販店の棚からコメが消えた。政府備蓄米の放出など、

異例の決定にもかかわらず、米価は高値を維持している。コメ

はなぜ不足したのか？ 流通に問題はあるのか？ 生産性はな

ぜ低いのか？ 輸入や輸出はどうなる？ 何より「適正価格」

はいくらなのか？ 気鋭の専門家が「令和のコメ騒動」の背景

と構造的な問題を解き明かし、日本の主食の将来を考える。

労働者が農業を支える仕組みが広がっている。経営者、家族

だけでなく、従業員が重要な担い手になっているのである。

① 担い手の労働者を、直接雇用に派遣や請負、外国人を含め、

その大きさを示した。

② 法人に労働者は多いが、正規かパートか、キャリアアップ

はどうか、代表的な事例を集め分析した。

③ 家族経営でも人を雇うことで展開を図り、後継者が戻るな

ど、新たな動きを紹介している。

西川邦夫 著

堀口健治・澤田守 編著

日本農業年報69

基本法見直しは日本農業の
救世主たりうるか

―農政の新たな展開方向をめぐって―
食料安全保障のための課題、国際的・歴史的な位置づけ、現

場の生産者を中心とする関係者の思いという3つの視点から、

求められる基本法の方向性を問う。

増加する雇用労働と
日本農業の構造
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二
月
の
総
選
挙
で
は
、
食
料
品
を
中
心
と
す
る

物
価
の
上
昇
を
受
け
て
、
ほ
ぼ
全
て
の
政
党
が
消

費
税
の
引
下
げ
や
廃
止
を
訴
え
る
異
例
の
事
態
に

な
っ
た
。
そ
の
主
張
は
、
食
料
品
に
限
定
し
た
消

費
税
ゼ
ロ
と
、
食
料
品
に
限
ら
な
い
消
費
税
全
体
の
引
下
げ
や
廃

止
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
実
現
は
不
透
明
だ
が
、
大
半
の
農
産
物

は
食
料
品
で
、
そ
れ
に
限
定
し
た
消
費
税
の
引
下
げ
は
農
業
に
も

大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
欄
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

消
費
税
の
本
質
は
付
加
価
値
税

「
食
料
品
消
費
税
ゼ
ロ
」
の
問
題
点
を
理
解
す
る
た
め
に
、
生

産
者
が
一
〇
万
円
分
の
生
産
資
材
を
購
入
し
て
生
産
し
た
米
を
二

〇
万
円
で
弁
当
店
に
販
売
し
、
弁
当
店
が
そ
れ
を
お
に
ぎ
り
に
し

て
三
〇
万
円
で
販
売
す
る
例
を
考
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
話
を
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
消
費
税
率
は
一
律
一
〇
％
と
し
、
事

業
者
は
仕
入
れ
の
際
に
支
払
っ
た
消
費
税
の
還
付
（
仕
入
税
額
控

除
）
を
受
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

ま
ず
、
生
産
資
材
の
生
産
者
は
、
製
造
時
に
仕
入
れ
が
必
要
な

い
と
す
る
と
、
生
産
資
材
一
〇
万
円
の
一
〇
％
に
当
た
る
一
万
円

の
消
費
税
を
納
税
す
る
。
次
に
、
米
の
生
産
者
は
、
米
二
〇
万
円

の
一
〇
％
に
当
た
る
二
万
円
の
消
費
税
を
販
売
額
に
上
乗
せ
す
る

一
方
で
、
生
産
資
材
一
〇
万
円
の
一
〇
％
に
当
た
る
一
万
円
の
還

付
を
受
け
、
消
費
税
の
納
税
額
は
差
し
引
き
で
一
万
円
に
な
る
。

さ
ら
に
、
弁
当
店
は
、
お
に
ぎ
り
三
〇
万
円
の
一
〇
％
に
当
た
る

三
万
円
の
消
費
税
を
販
売
額
に
上
乗
せ
す
る
一
方
で
、
そ
の
材
料

で
あ
る
米
二
〇
万
円
の
一
〇
％
に
当
た
る
二
万
円
の
還
付
を
受

け
、
消
費
税
の
納
税
額
は
差
し
引
き
で
一
万
円
に
な
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
消
費
税
の
仕
組
み
は
複
雑
に
見
え
る
が
、

本
質
は
実
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
生
産
資
材
の
生
産
者
、
米
の
生

産
者
、
弁
当
店
の
い
ず
れ
も
が
、
自
ら
が
生
み
出
し
た
額
（
販
売

額
か
ら
仕
入
額
を
引
い
た
付
加
価
値
）
は
一
〇
万
円
で
、
消
費
税

は
そ
の
一
〇
％
を
徴
収
す
る
税
制
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
流
通
の
各

段
階
の
事
業
者
は
、
消
費
税
を
納
税
し
て
い
る
だ
け
で
負
担
は
し

て
お
ら
ず
、
負
担
は
川
下
に
転
嫁
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に

は
、
お
に
ぎ
り
の
消
費
者
が
、
購
入
額
三
〇
万
円
の
一
〇
％
に
当

た
る
三
万
円
の
消
費
税
を
一
括
し
て
負
担
す
る
。

消
費
税
は
、
流
通
の
各
段
階
の
付
加
価
値
に
課
税
し
、
そ
の
負

担
を
川
下
の
最
終
消
費
者
ま
で
連
鎖
的
に
転
嫁
す
る
間
接
税
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
特
定
の
品
目
の
除
外
や
税
率
の
変
更
は
な
じ
ま

な
い
。
食
料
品
等
へ
の
軽
減
税
率
の
導
入
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
必

要
に
な
っ
て
複
雑
化
し
た
の
は
、
そ
の
反
映
で
あ
る
。

消
費
税
ゼ
ロ
の
問
題
点

こ
う
し
た
仕
組
み
を
理
解
す
れ
ば
、
食
料
品
が
非
課
税
か
ゼ
ロ

消
費
税
減
税
よ
り
直
接
支
払
い
を
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税
率
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
問
題
点
が
見
え
て
く
る
。

ま
ず
、
食
料
品
を
消
費
税
の
対
象
外
で
あ
る
非
課
税
に
す
る

と
、
農
産
物
の
生
産
に
必
要
な
生
産
資
材
に
は
消
費
税
が
課
さ
れ

る
一
方
で
、
農
産
物
の
販
売
額
に
は
消
費
税
を
上
乗
せ
で
き
な
い

た
め
、
農
家
は
損
を
す
る
。
右
記
の
例
で
は
、
米
の
生
産
者
は
、

消
費
税
一
〇
％
を
含
む
一
一
万
円
で
生
産
資
材
を
購
入
す
る
一
方

で
、
米
の
販
売
に
は
消
費
税
を
上
乗
せ
で
き
な
い
た
め
販
売
額
は

二
〇
万
円
で
、
利
益
は
一
〇
万
円
か
ら
九
万
円
に
減
少
す
る
。

他
方
で
、
食
料
品
は
消
費
税
の
対
象
だ
が
税
率
を
ゼ
ロ
に
し
た

場
合
は
、
農
家
は
農
産
物
の
販
売
額
に
消
費
税
を
上
乗
せ
で
き
な

い
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
事
業
者
に
な
る
こ
と
で
、
仕
入
税
額
控

除
が
活
用
で
き
る
。
右
記
の
例
で
は
、
米
の
生
産
者
は
、
生
産
資

材
一
〇
万
円
の
一
〇
％
に
当
た
る
一
万
円
の
還
付
を
受
け
る
た

め
、
利
益
は
以
前
と
同
じ
一
〇
万
円
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
も
問
題
が
あ
る
。
登
録
事
業
者
の
要
件
は
年

間
売
上
高
が
一
千
万
円
超
で
、
農
業
経
営
体
の
八
割
以
上
は
年
間

売
上
高
が
一
千
万
円
以
下
の
た
め
、
大
半
は
免
税
事
業
者
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
食
料
品
が
ゼ
ロ
税
率
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
農
家

は
、
①
免
税
事
業
者
の
ま
ま
で
生
産
資
材
の
消
費
税
分
の
損
失
を

被
る
、
②
自
発
的
に
登
録
事
業
者
に
な
り
、
仕
入
税
額
控
除
を
活

用
し
て
損
失
を
回
避
す
る
、
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
る
。
後
者
の

場
合
で
も
、
消
費
税
納
税
の
手
間
が
増
え
、
生
産
資
材
の
購
入
と

還
付
の
タ
イ
ム
ラ
グ
で
資
金
繰
り
が
苦
し
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

直
接
支
払
い
の
メ
リ
ッ
ト

消
費
税
の
減
税
論
の
発
端
は
、
食
料
品
の
価
格
を
下
げ
る
こ
と

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
価
格
転
嫁
が
進
ま
ず
、
農
業
者

が
困
る
。
そ
こ
で
、
消
費
税
を
い
じ
ら
ず
に
、
こ
れ
ら
の
矛
盾
を

解
消
す
る
一
石
二
鳥
の
良
策
が
、
直
接
支
払
い
で
あ
る
。
農
産
物

の
生
産
者
に
直
接
支
払
い
を
す
る
と
、
生
産
者
の
収
入
が
増
え
る

だ
け
で
な
く
、
生
産
量
が
増
加
し
て
価
格
が
低
下
し
、
消
費
者
も

利
益
を
得
る
。日
本
の
米
の
例
で
は
、直
接
支
払
い
単
価
の
う
ち
、

約
四
割
は
生
産
者
の
利
益
と
な
り
、
約
六
割
は
価
格
低
下
を
通
じ

て
消
費
者
の
利
益
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
直
接
支
払
い
に
は
消
費
税
の
減
税
に

は
な
い
、
国
内
農
業
の
振
興
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
食

料
品
の
消
費
税
減
税
で
は
、
国
産
品
と
輸
入
品
の
両
方
の
価
格
が

下
が
る
。
他
方
で
、
直
接
支
払
い
で
は
、
国
内
の
生
産
者
を
経
由

す
る
た
め
、
消
費
者
の
価
格
が
低
下
す
る
の
は
国
産
品
の
み
で
あ

り
、
輸
入
品
に
対
す
る
価
格
競
争
力
が
高
ま
る
。
こ
の
点
で
、
食

料
自
給
率
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

現
在
の
食
料
品
へ
の
消
費
税
率
は
八
％
で
、
こ
れ
を
ゼ
ロ
に
す

る
に
は
約
五
兆
円
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
。
そ
の
五
兆
円
を
直

接
支
払
い
に
充
て
れ
ば
、
農
業
者
の
所
得
向
上
と
消
費
者
の
価
格

低
下
に
有
効
で
あ
る
。
食
料
自
給
率
一
〇
〇
％
を
目
指
す
高
市
首

相
に
と
っ
て
も
上
策
と
思
う
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

（
Ｔ
Ｓ
）

時評 �����������������������������������
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○
司
会
（
安
藤
）

二
〇
二
五
年
セ
ン
サ
ス
の
結
果
の
概
要
、
ま

だ
概
数
値
の
段
階
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
何
が
読
み
取
れ
る
か
に
つ

き
ま
し
て
、
農
林
水
産
政
策
研
究
所
客
員
研
究
員
の
橋
詰
先
生
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
御
報
告
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。報

告
の
内
容
は
、
原
稿
化
さ
れ
た
も
の
が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
速
記
録
は
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、
最
初

に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
基
づ
い
て
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の

後
で
質
疑
応
答
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
橋
詰
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
橋
詰

先
生
は
既
に
皆
さ
ん
御
存
じ
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
セ
ン
サ
ス
分

析
の
第
一
人
者
で
す
。
政
策
研
か
ら
橋
詰
先
生
が
い
な
く
な
る
の

で
私
は
心
配
な
の
で
す
が
、
少
な
く
と
も
二
五
年
セ
ン
サ
ス
ま
で

は
分
析
を
お
願
い
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
無
理
を
申
し

上
げ
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

Ⅰ

報
告

二
〇
二
五
年
セ
ン
サ
ス
（
概
数
値
）
に
見
る

農
業
構
造
変
動
の
特
徴
と
地
域
性

橋

詰

登

1
�
は
じ
め
に

昨
年
の
一
一
月
下
旬
に
『
二
〇

二
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
結
果
の

概
要
（
概
数
値
）』
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
本
報
告
で
は
、
こ
の
概

数
値
（
速
報
値
）
を
用
い
て
、
我

二二
〇〇
二二
五五
年年
セセ
ンン
ササ
スス
にに
見見
るる
農農
業業
構構
造造
のの
動動
向向

安藤氏
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が
国
の
農
業
構
造
の
現
状
と
動
向
を
検
討
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
国
の
最
も
重
要
な
農
業
統
計

で
あ
り
、
先
般
改
正
さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」（
二

〇
二
四
年
六
月
施
行
）
の
新
た
な
理
念
に
基
づ
く
農
政
を
推
進
し

て
い
く
上
で
も
、
今
回
の
結
果
に
対
す
る
関
心
は
高
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
概
数
値
公
表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
ご
く
限

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
農
業
構
造
（
生
産
構
造
・
就
業
構
造
）
の

分
析
に
活
用
で
き
る
も
の
は
、
経
営
体
数
に
関
す
る
も
の
が
六
項

目
（
①
組
織
形
態
別
経
営
体
数
、
②
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
経
営

体
数
、
③
水
稲
作
付
面
積
規
模
別
経
営
体
数
、
④
農
畜
産
物
販
売

金
額
規
模
別
経
営
体
数
、
⑤
販
売
金
額
一
位
部
門
別
経
営
体
数
、

⑥
旧
主
副
業
別
経
営
体
数
（
個
人
経
営
体
））、
農
業
労
働
力
に
関

す
る
も
の
が
二
項
目（
①
年
齢
階
層
別
基
幹
的
農
業
従
事
者
数（
個

人
経
営
体
）、
②
農
業
に
従
事
し
た
役
員
・
構
成
員
数
（
団
体
経

営
体
））、
農
地
利
用
に
関
す
る
も
の
が
二
項
目
（
①
経
営
耕
地
の

状
況
（
経
営
耕
地
面
積
、
借
入
耕
地
面
積
）、
②
経
営
耕
地
面
積

規
模
別
面
積
）
だ
け
で
あ
り
、
加

え
て
、
今
回
は
農
家
に
関
す
る
デ

ー
タ
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
前
回
の
二
〇
二
〇

年
セ
ン
サ
ス
分
析
で
確
認
さ
れ
た

構
造
変
動
⑴
の
検
証
と
そ
の
後
の

動
き
、
例
え
ば
、
⒜
離
農
の
拡
大

座談会出席者
（2026年2月10日 於：都内会議室）

司 会 安藤 光義
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博士（農学） 橋詰 登
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に
よ
る
農
家
数
の
減
少
と
土
地
持
ち
非
農
家
の
不
在
村
化
の
動

き
、
⒝
減
少
に
転
じ
た
組
織
経
営
体
と
急
増
し
た
一
戸
一
法
人
の

動
向
、
⒞
農
業
後
継
者
の
確
保
状
況
に
基
づ
く
経
営
継
承
の
可
能

性
、
⒟
増
加
傾
向
か
ら
一
転
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
た
雇
用
農

業
労
働
力
（
特
に
「
常
雇
い
」）
や
組
織
経
営
体
の
内
部
農
業
労

働
力
の
動
き
、
⒠
借
地
に
よ
る
大
規
模
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
の

進
展
と
耕
作
放
棄
に
よ
る
農
地
減
少
の
相
反
す
る
二
つ
の
流
れ
の

行
方
な
ど
に
つ
い
て
、
今
回
の
セ
ン
サ
ス
結
果
で
ま
ず
確
認
し
て

み
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
現
段
階
で
は
十

分
な
分
析
を
行
う
た
め
に
必
要
な
材
料
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。そ

こ
で
本
報
告
で
は
、
農
業
構
造
の
分
析
が
可
能
な
前
述
し
た

デ
ー
タ
の
範
囲
内
で
、
こ
の
五
年
間
の
我
が
国
の
農
業
構
造
変
動

の
態
様
と
そ
の
地
域
的
特
徴
を
大
ま
か
に
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
す
。

2
�
農
業
経
営
体
数
の
動
向

⑴

形
態
別
の
農
業
経
営
体
数

二
〇
二
五
年
で
の
全
国
の
農
業
経
営
体
数
は
一
〇
〇
万
経
営
体

の
大
台
を
割
る
八
二
・
八
万
経
営
体
と
な
り
、
前
回
セ
ン
サ
ス
か

ら
二
四
・
七
万
経
営
体
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
五
年
間
（
二
〇
二

〇
―
二
五
年
）
の
増
減
率
は
二
三
・
〇
％
減
と
な
り
、
前
回
（
二

〇
一
五
―
二
〇
年
）
の
二
一
・
九
％
減
か
ら
さ
ら
に
一
・
一
ポ
イ
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ン
ト
減
少
率
が
高
ま
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た（
表
1
）。

こ
の
よ
う
に
、
農
家
に
お
け
る
離
農
が
加
速
す
る
傾
向
は
、
今
回

も
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
中
で
、
団
体
経
営
体
数
は
二
・
九
％
増
と
今
回
も

僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
法

人
経
営
体
に
限
れ
ば
、
増
加
率
は
さ
ら
に
高
ま
り
七
・
九
％
増
と

な
り
ま
す
が
、
前
回
の
一
三
・
三
％
増
か
ら
は
大
き
く
低
下
し
て

お
り
、
法
人
経
営
体
数
の
増
加
に
も
陰
り
が
見
え
始
め
て
い
ま

す
。
な
お
、
法
人
割
合
（
団
体
経
営
体
に
占
め
る
に
法
人
経
営
体

の
割
合
）
は
、
全
国
平
均
で
前
回
の
八
〇
％
か
ら
八
四
％
へ
と
上

昇
し
続
け
て
お
り
、
こ
の
五
年
間
も
非
法
人
の
組
織
経
営
体
（
集

落
営
農
組
織
な
ど
）
や
大
規
模
家
族
経
営
の
法
人
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
経
営
体
数
の
動
き
を
地
域
別
に
見
る
と
、
農

業
経
営
体
数
は
東
山
、
北
九
州
、
南
九
州
、
沖
縄
を
除
く
各
地
域

で
前
回
を
上
回
る
減
少
率
と
な
っ
て
お
り
、
北
陸
、
南
関
東
、
東

海
、山
陰
の
四
地
域
で
二
五
％
減
を
超
え
て
い
ま
す
。こ
の
中
で
、

今
回
減
少
率
が
最
も
高
い
の
は
東
海（
二
七
・
〇
％
減
）で
す
が
、

南
関
東
と
山
陰
は
前
回
か
ら
四
ポ
イ
ン
ト
程
度
減
少
率
が
高
ま
っ

て
お
り
、
こ
の
五
年
間
に
離
農
が
加
速
し
た
と
言
え
ま
す
。

他
方
、
全
国
合
計
で
は
微
増
と
な
っ
た
団
体
経
営
体
で
す
が
、

前
回
に
引
き
続
き
東
北
で
二
・
五
％
減
、
北
九
州
で
一
・
八
％
減

と
な
っ
て
い
る
他
、
山
陰
で
も
前
回
の
七
・
六
％
増
か
ら
四
・
一

表1 農業経営体数の地域ブロック別動向

資料：農林業センサス（2015年、2020年（概数値））
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％
減
へ
と
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。
主
に
集
落
営
農
の
組
織
化
に

よ
っ
て
増
加
し
て
き
た
団
体
経
営
体
数
も
、
こ
れ
ら
地
域
で
は
既

に
頭
打
ち
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

法
人
経
営
体
は
全
地
域
で
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
増
加
率
が
二
桁

な
の
は
北
関
東
、
東
海
、
近
畿
、
沖
縄
の
四
地
域
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
近
畿
、
山
陰
、
北
九
州
で
は
前
回
よ
り
増
加
率
が
一
〇
ポ

イ
ン
ト
以
上
低
下
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
団
体
経
営
体
の
法
人
割
合
は
全
地
域
で
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
非
法
人
の
集
落
営
農
（
組
織
経
営
体
）
が
数
多
く
残
っ
て

い
る
東
北
、
北
陸
、
近
畿
、
山
陰
、
北
九
州
で
は
ま
だ
八
〇
％
に

達
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
中
で
、
東
北
、
近
畿
、
北
九
州

で
は
前
回
か
ら
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
法
人
割
合
を
高
め
て
お
り
、
非

法
人
組
織
経
営
体
の
法
人
化
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。

⑵

経
営
耕
地
面
積
規
模
別
の
経
営
体
数

次
に
、
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
に
農
業
経
営
体
数
の
動
き
を
北

海
道
と
都
府
県
別
に
見
る
と
（
図
1
）、
北
海
道
は
今
回
も
一
〇

〇
ha
が
経
営
体
数
の
増
減
分
岐
規
模
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
一
〇
〇
〜
一
五
〇
ha
」
層
の
経
営
体
数
の
増
加

率
は
前
回
の
九
・
二
％
増
か
ら
今
回
一
・
九
％
増
へ
、「
一
五
〇

ha
以
上
」
層
は
三
二
・
八
％
増
か
ら
一
六
・
六
％
増
へ
と
そ
れ
ぞ

れ
大
き
く
低
下
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
今
回
は「
五
〜
一
〇
ha
」

層
が
二
六
・
二
％
減
と
最
も
高
い
減
少
率
と
な
り
、「
一
〇
〜
二

図1 経営耕地面積規模別農業経営体数増減率の推移

資料：農林業センサス（2010年、2015年、2020年、2025年（概数値））
注：2010年の北海道は100ha以上が細分されていないため増加率は不明である。ちなみに「100ha以上」で括っ

た増加率は、2010―15年が28．8％、2015―20年が17．5％、2020―25年が7．7％である。
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〇
ha
」
層
で
も
二
五
・
六
％
減
に
ま
で
減
少
率
が
上
昇
し
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、「
二
〇
〜
三
〇
ha
」「
三
〇
〜
五
〇
ha
」「
五
〇
〜

一
〇
〇
ha
」
の
各
規
模
層
で
も
、
減
少
率
が
前
回
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

五
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
昇
し
て
お
り
、
中
間
規
模
層
で
の
階
層
分
解

が
よ
り
活
発
化
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

一
方
、
都
府
県
に
お
い
て
も
、
規
模
は
異
な
る
も
の
の
北
海
道

と
同
様
の
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。
経
営
体
数
の
増
減
分
岐
規
模

は
前
回
と
同
じ
一
〇
ha
で
す
が
、「
一
〇
〜
二
〇
ha
」
層
で
の
増

加
率
は
前
回
の
一
一
・
八
％
増
か
ら
二
・
八
％
増
に
、「
二
〇
〜

三
〇
ha
」
層
で
は
二
五
・
四
％
増
か
ら
一
一
・
九
％
増
に
、「
三

〇
ha
以
上
」
層
で
も
三
二
・
〇
％
増
か
ら
二
〇
・
一
％
増
に
そ
れ

ぞ
れ
大
き
く
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
五
〜

一
〇
ha
」
層
で
は
前
回
の
五
・
六
％
減
か
ら
今
回
は
九
・
六
％
減

に
、「
三
〜
五
ha
」
層
で
は
一
五
・
六
％
減
か
ら
一
六
・
三
％
減

へ
と
減
少
率
が
上
昇
し
て
お
り
、
大
規
模
層
で
経
営
体
数
の
増
加

率
が
鈍
化
し
、
中
間
規
模
層
で
の
減
少
率
が
高
ま
る
動
き
が
続
い

て
い
ま
す
。

⑶

水
稲
作
付
面
積
規
模
別
の
経
営
体
数

今
回
の
概
数
値
公
表
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
「
販
売

目
的
の
水
稲
作
付
面
積
規
模
別
経
営
体
数
」
の
デ
ー
タ
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
社
会
的
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
コ
メ
を

め
ぐ
る
動
き
に
対
応
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
（
一
方
で
、「
農

産
物
販
売
金
額
一
位
の
出
荷
先
別
経
営
体
数
」
の
デ
ー
タ
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。

そ
こ
で
、
こ
の
水
稲
作
付
経
営
体
の
デ
ー
タ
（
セ
ン
サ
ス
で
は

調
査
前
年
の
作
付
状
況
を
示
し
ま
す
）
を
見
る
と
（
表
2
）、
北

海
道
は
「
一
五
ha
以
上
」
層
の
経
営
体
数
の
み
が
前
回
に
続
き
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
増
加
率
は
僅
か
三
・
一
％
増
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
一
五
ha
以
上
層
が
細
分
さ
れ
て
お
ら
ず
、
北
海

道
で
の
増
減
分
岐
規
模
が
実
際
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
判
断
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
五
ha
未
満
の
作
付
規
模
層
に
お
い
て

は
、
い
ず
れ
も
経
営
体
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に「
五

〜
一
〇
ha
」「
一
〇
〜
一
五
ha
」
の
両
規
模
層
で
は
、
こ
の
五
年

間
の
減
少
率
が
そ
れ
ぞ
れ
前
回
の
二
四
・
九
％
減
か
ら
三
〇
・
三

％
減
に
、
一
一
・
五
％
減
か
ら
二
二
・
二
％
減
へ
と
大
き
く
上
昇

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
都
府
県
で
は
、
水
稲
作
付
経
営
体
数
の
増
減
分
岐
規
模

が
前
回
の
五
ha
か
ら
一
〇
ha
へ
と
上
昇
し
て
お
り
、
前
回
一
三
・

一
％
増
加
し
て
い
た
「
五
〜
一
〇
ha
」
層
は
、
今
回
減
少
に
転
じ

五
・
九
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
「
一
〜
二
ha
」「
二
〜

三
ha
」「
三
〜
五
ha
」
の
各
規
模
層
で
の
経
営
体
数
減
少
率
が
一

七
・
三
％
減
か
ら
二
四
・
〇
％
減
、
八
・
二
％
減
か
ら
一
九
・
六

％
減
、
二
・
八
％
減
か
ら
一
三
・
四
％
減
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く

上
昇
し
、「
一
〇
〜
一
五
ha
」「
一
五
ha
以
上
」
の
両
規
模
層
の
経

営
体
数
増
加
率
が
三
〇
・
四
％
増
か
ら
五
・
八
％
増
、
四
四
・
五
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％
増
か
ら
一
五
・
三
％
増
へ
と
大
き
く
低
下
し
て
い
ま
す
。
水
稲

作
付
経
営
体
全
体
で
の
減
少
率
は
前
回
が
二
五
・
一
％
減
、
今
回

が
二
五
・
四
％
減
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の

五
年
間
で
は
水
稲
作
付
面
積
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
経
営
体
が

停
滞
基
調
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑷

農
産
物
販
売
金
額
規
模
別
の
経
営
体
数

と
こ
ろ
で
、
農
業
経
営
体
の
経
営
規
模
を
見
る
指
標
に
は
、
前

述
し
た
経
営
耕
地
面
積
や
作
付
面
積
の
他
に
も
販
売
金
額
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
農
産
物
販
売
金
額
規
模
別
に
農
業
経
営
体
数
の

増
減
状
況
を
見
る
と
（
図
2
）、
経
営
体
数
が
増
え
て
い
る
の
は

今
回
も
三
千
万
円
以
上
の
規
模
層
で
す
が
、
経
営
体
数
の
増
加
率

は
い
ず
れ
も
前
回
か
ら
大
き
く
低
下
し
て
お
り
、「
三
千
〜
五
千

万
円
」
層
で
九
・
七
％
増
か
ら
二
・
八
％
増
に
、「
五
千
万
〜
一

億
円
」
層
で
二
五
・
五
％
増
か
ら
一
一
・
二
％
増
に
、「
一
億
円

以
上
」
層
で
も
二
〇
・
〇
％
増
か
ら
一
四
・
〇
％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
特
徴
と
し
て
「
販
売
な
し
」
経
営
体
の
減
少
率

が
四
三
・
二
％
減
と
極
め
て
高
く
な
り
、
前
回
か
ら
一
七
・
〇
ポ

イ
ン
ト
も
上
昇
す
る
一
方
で
、「
五
〇
万
円
未
満
」
層
の
減
少
率

が
八
・
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
三
〇
・
五
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
販
売
金
額
規
模
層
で
は
、
い
ず
れ
も
今
回
の
減
少
率
が

前
回
を
上
回
っ
て
お
り
、
特
に
、
前
回
経
営
体
数
の
減
少
率
が
二

表2 水稲作付面積規模別農業経営体数の推移

資料：農林業センサス（2010年、2015年、2020年、2025年（概数値））
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・
一
％
減
と
極
め
て
低
か
っ
た
「
三
〇
〇
〜
五
〇
〇
万
円
」
層
で

は
今
回
一
七
・
一
％
減
に
、「
五
〇
〇
〜
一
千
万
円
」
層
で
も
五

・
八
％
減
か
ら
一
五
・
一
％
減
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
ポ
イ
ン
ト
近

く
減
少
率
が
上
昇
し
て
お
り
、
両
規
模
層
で
の
経
営
体
数
減
少
率

は
一
〇
年
前
（
二
〇
一
〇
―
一
五
年
）
の
水
準
に
逆
戻
り
し
て
い

ま
す
。

⑸

販
売
金
額
一
位
部
門
別
の
経
営
体
数

次
に
、
農
産
物
販
売
金
額
一
位
部
門
別
の
経
営
体
数
の
動
き
を

見
る
と
（
表
3
）、
一
位
部
門
が
「
稲
作
」
の
経
営
体
数
が
、
二

〇
二
〇
年
の
五
四
・
三
万
経
営
体
か
ら
今
回
は
四
二
・
〇
万
経
営

体
へ
と
一
二
・
三
万
経
営
体
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
五
年
間
で

の
増
減
率
は
二
二
・
六
％
減
と
な
り
、
前
回
に
比
べ
減
少
率
が
一

・
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
ま
す
。
と
は
言
え
、「
農
産
物
の
販

売
が
あ
っ
た
経
営
体
」
の
減
少
率
（
二
一
・
〇
％
減
）
を
僅
か
に

上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
販
売
一
位
部
門
が
「
稲
作
」
の
経
営

体
が
占
め
る
割
合
は
五
四
・
四
％
と
な
り
、
そ
の
割
合
は
徐
々
に

低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

他
方
、
経
営
体
数
の
減
少
率
が
最
も
高
い
部
門
は
今
回
も
「
工

芸
農
作
物
」
で
あ
り
、
三
三
・
四
％
減
と
三
割
を
超
え
る
高
い
減

少
率
で
す
。
次
い
で
減
少
率
が
高
い
部
門
は
「
畜
産
」
の
二
七
・

八
％
減
（
う
ち
「
肉
用
牛
」
で
は
三
〇
・
三
％
減
）、「
露
地
野
菜
」

の
二
三
・
〇
％
減
で
あ
り
、
前
者
は
前
回
よ
り
九
・
八
ポ
イ
ン
ト

図2 農産物販売金額規模別農業経営体数増減率の推移（全国）

資料：農林業センサス（2010年、2015年、2020年、2025年（概数値））
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（
う
ち
「
肉
用
牛
」
は
一
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
）、
後
者
は
同
二
・

三
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
減
少
率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
今
回
経
営
体
数
の
減
少
率
が
最
も
低
か
っ
た
部

門
は
「
果
樹
類
」
の
一
三
・
八
％
減
で
あ
り
、
こ
の
他
一
〇
％
台

の
減
少
率
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
「
麦
類
作
」「
雑
穀
・
い
も
類
・

豆
類
」「
施
設
野
菜
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
経
営
体
数
の
動
き
に
よ

っ
て
、
販
売
一
位
部
門
別
経
営
体
数
の
構
成
比
は
、「
施
設
野
菜
」

と
「
果
樹
類
」
が
僅
か
に
上
昇
、「
露
地
野
菜
」「
工
芸
農
作
物
」

「
畜
産
」
で
低
下
し
て
い
ま
す
。「
稲
作
」
に
次
ぐ
経
営
体
数
の

シ
ェ
ア
を
有
す
る
部
門
は
「
果
樹
類
」
で
一
四
・
三
％
、
次
い
で

「
露
地
野
菜
」
が
一
〇
・
四
％
で
あ
り
、
他
の
部
門
は
い
ず
れ
も

一
〇
％
に
満
た
な
い
水
準
で
す
。

3
�
農
業
労
働
力
の
動
向

⑴

基
幹
的
農
業
従
事
者
数
（
個
人
経
営
体
）

農
業
労
働
力
に
関
し
て
は
、
個
人
経
営
体
の
基
幹
的
農
業
従
事

者
数
の
他
に
、
今
回
は
団
体
経
営
体
の
役
員
・
構
成
員
数
の
デ
ー

タ
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
後
に
分
析
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
の
農
業
労
働
力
は
、
家
族
経
営

（
農
家
）
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
経
緯
か
ら
、
農
家
世
帯
員
の
就

業
状
況
に
専
ら
分
析
の
主
眼
が
置
か
れ
、
代
表
的
な
農
業
労
働
力

指
標
と
し
て
基
幹
的
農
業
従
事
者
（
農
業
に
主
と
し
て
従
事
し
た

世
帯
員
の
う
ち
、
仕
事
が
主
の
人
）
が
専
ら
活
用
さ
れ
て
き
ま
し

表3 農産物販売金額1位の主な部門別農業経営体数増減率の推移（全国）

資料：農林業センサス（2005年、2010年、2015年、2020年、2025年（概数値））
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た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
家
族
農
業
労
働
力
以
外
の
労
働
力
で
あ

る
、
雇
用
労
働
力
や
組
織
経
営
体
の
内
部
労
働
力
の
比
重
が
高
ま

っ
て
き
て
お
り
、
総
投
下
農
業
労
動
力
の
二
割
程
度
を
占
め
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
前
回
セ
ン
サ
ス
で
の
属
性
区
分
の
見
直

し
（
個
人
経
営
体
と
団
体
経
営
体
へ
の
区
分
変
更
）
に
よ
っ
て
、

法
人
化
し
た
家
族
経
営
（
い
わ
ゆ
る
「
一
戸
一
法
人
」）
の
世
帯

員
は
基
幹
的
農
業
従
事
者
に
含
ま
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
公
表
さ
れ
て
い
る
基
幹
的
農
業
従
事
者

数
は
、
個
人
経
営
体
と
括
弧
書
き
が
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も

非
法
人
の
家
族
経
営
体
（
農
家
）
の
内
部
農
業
労
働
力
の
み
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
五
年
間
の
基
幹
的
農
業

従
事
者
数
の
動
き
を
見
る
と
（
表
4
）、
個
人
経
営
体
全
体
で
の

従
事
者
数
は
、
前
回
の
一
三
六
・
三
万
人
か
ら
三
四
・
二
万
人
減

少
し
今
回
は
一
〇
二
・
一
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
五
年
間

で
の
増
減
率
は
二
五
・
一
％
減
と
な
り
、
前
回
の
二
二
・
四
％
減

か
ら
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
減
少
率
が
高
ま
り
、
経
営
体
数
の
減
少
率

（
二
三
・
九
％
減
）
を
も
上
回
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
年
齢
階
層

別
に
見
る
と
、
前
回
よ
り
減
少
率
が
高
ま
っ
た
年
齢
階
層
は
「
六

五
〜
六
九
歳
」「
七
〇
〜
七
四
歳
」
及
び
「
一
五
〜
三
九
歳
」
層

で
あ
り
、
特
に
「
六
五
〜
六
九
歳
」
層
で
減
少
率
の
上
昇
が
著
し

く
、
前
回
の
一
七
・
三
％
減
か
ら
今
回
四
一
・
八
％
減
へ
と
二
四

・
五
ポ
イ
ン
ト
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
六
〇
〜
六
四
歳
」
層
は

表4 基幹的農業従事者数の推移と年齢別構成（全国）

資料：農林業センサス（2010年、2015年、2020年、2025年（概数値））
注：個人経営体には、「一戸一法人」と称される法人化している家族経営を含まない。
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減
少
率
が
低
下
し
て
い
る
も
の
の
今
回
も
四
〇
・
〇
％
減
と
高

く
、
六
〇
代
の
従
事
者
数
の
減
少
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
四
〇
代
、
五
〇
代
の
壮
年
層
で
は
今
回
減
少
率
が
低
下

す
る
傾
向
が
う
か
が
え
、「
四
〇
〜
四
九
歳
」
層
で
は
一
〇
・
四

％
減
か
ら
四
・
八
％
減
へ
と
五
・
六
ポ
イ
ン
ト
「
五
〇
〜
五
九

歳
」
層
で
は
三
六
・
八
％
減
か
ら
二
二
・
二
％
減
へ
と
一
四
・
六

ポ
イ
ン
ト
、そ
れ
ぞ
れ
減
少
率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。と
は
言
え
、

基
幹
的
農
業
従
事
者
の
七
割
が
「
六
五
歳
以
上
」、
三
割
強
が
「
七

五
歳
以
上
」
で
あ
る
年
齢
構
成
は
今
回
も
大
き
く
変
化
し
て
お
ら

ず
、
個
人
経
営
体
に
お
け
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢

化
は
引
き
続
き
進
行
し
て
い
ま
す
。

⑵

農
業
に
従
事
し
た
役
員
・
構
成
員
数
（
団
体
経
営
体
）

前
回
セ
ン
サ
ス
か
ら
、
一
戸
一
法
人
の
世
帯
員
が
基
幹
的
農
業

従
事
者
か
ら
除
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
補
う
意
味
合
い
か

ら
な
の
か
、
今
回
の
概
数
値
公
表
で
は
団
体
経
営
体
の
内
部
農
業

労
働
（
農
業
に
従
事
し
た
役
員
・
構
成
員
）
の
一
部
デ
ー
タ
が
新

た
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
前
回
の
二
〇
二
〇
年
セ
ン
サ
ス
分
析
で
は
、
こ
の

団
体
経
営
体
の
内
部
農
業
労
働
力
や
雇
用
労
働
力
（
特
に
「
常
雇

い
」）
と
い
っ
た
家
族
農
業
労
働
力
以
外
の
労
働
力
が
、
そ
れ
ま

で
の
増
加
傾
向
か
ら
一
転
し
て
大
幅
に
減
少
す
る
と
い
っ
た
想
定

外
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
他
省
庁
の
関

連
す
る
デ
ー
タ
の
動
き
と

も
明
ら
か
に
様
相
を
異
に

し
て
お
り
、
今
回
の
セ
ン

サ
ス
分
析
で
検
証
す
べ
き

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
⑵
。そ

こ
で
今
回
公
表
さ
れ

て
い
る
デ
ー
タ
の
中
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
従
事
者

数
と
の
比
較
が
可
能
な

「
自
営
農
業
に
一
五
〇
日

以
上
従
事
し
た
者
」、
い

わ
い
る
「
農
業
専
従
者
」

を
取
り
上
げ
、
そ
の
動
向

を
見
る
と
（
表
5
）、
二

〇
一
〇
年
に
六
・
九
万
人
（
組
織
経
営
体
）
で
あ
っ
た
農
業
専
従

者
数
は
二
〇
一
五
年
に
は
一
〇
・
五
万
人
（
同
）
へ
と
五
一
・
九

％
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
二
〇
年
に
は
八
・
一
万
人
（
団

体
経
営
体
）
と
な
り
、
二
〇
一
五
年
の
一
一
・
五
万
人
（
同
）
か

ら
二
九
・
四
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
は
九

・
八
万
人
（
団
体
経
営
体
）
へ
と
再
び
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
二

〇
・
八
％
の
増
加
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
動
き
を
見
る
と
、
前
回
セ
ン
サ
ス
の
分
析
に
お
い
て
、
そ

表5 農業に従事した役員・構成員数の推移（全国）

資料：農林業センサス（2010年、2015年、2020年、2025年（概数値））
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れ
ま
で
の
動
き
と
は
正
反
対
の
従
事
者
数
の
急
減
に
対
し
て
感
じ

た
違
和
感
が
、
改
め
て
正
し
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
同
様
の
動
き
を
示
し
て
い
た「
常
雇
い
」と
と
も
に
、

詳
細
な
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
た
後
に
、
検
証
す
べ
き
最
重
要
課
題

と
言
え
ま
す
。

4
�
農
地
利
用
の
変
化

⑴

経
営
耕
地
面
積
と
借
入
耕
地
面
積

ま
ず
始
め
に
、
農
業
経
営
体
の
経
営
耕
地
面
積
に
つ
い
て
見
る

と
（
表
6
）、
全
国
合
計
で
三
〇
四
・
七
万
ha
と
な
り
、
前
回
セ

ン
サ
ス
か
ら
一
八
・
六
万
ha
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
五
年

間
で
の
面
積
増
減
率
は
五
・
七
％
減
と
な
り
、
前
回
（
六
・
三
％

減
）
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
の
減
少
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
目

別
に
見
る
と
、
田
が
八
・
三
％
減
か
ら
五
・
四
％
減
へ
と
減
少
率

が
や
や
低
下
し
た
の
に
対
し
、
畑
は
二
・
〇
％
減
か
ら
五
・
〇
％

減
へ
と
減
少
率
が
や
や
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
樹
園
地
は
前

回
と
ほ
ぼ
同
じ
一
五
・
四
％
減
で
あ
り
、
高
い
減
少
率
が
続
い
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
別
に
経
営
耕
地
面
積
の
動
向
を
見
る
と
、
今
回

も
大
き
な
地
域
差
が
う
か
が
え
ま
す
。
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率

が
最
も
高
い
の
は
山
陰
で
一
三
・
三
％
減
、
次
い
で
四
国
が
一
一

・
一
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
地
域
は
前
回
に
続
き
一
〇
％
を

超
え
る
減
少
率
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
総
量
の
減
少
、
す
な
わ
ち

表6 農業経営体の経営耕地面積と借入耕地面積の地域ブロック別動向

資料：農林業センサス（2015年、2020年、2025年（概数値））
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農
地
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
こ
の
他
、
南
関

東
（
八
・
八
％
減
）、
山
陽
（
九
・
五
％
減
）、
北
九
州
（
八
・
五

％
減
）
で
も
全
国
平
均
の
減
少
率
を
三
ポ
イ
ン
ト
程
度
上
回
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
地
域
は
、
南
関
東
を
除
き
生
産
条
件
が
不
利
な

中
山
間
地
域
を
多
く
抱
え
る
西
日
本
の
地
域
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
北
陸
（
四
・
〇
％
減
）、
北
関
東
（
四
・
二
％

減
）、
東
山
（
三
・
九
％
減
）、
南
九
州
（
三
・
四
％
減
）
の
各
地

域
で
は
五
％
に
満
た
な
い
減
少
率
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
い
ず
れ

も
前
回
の
減
少
率
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
地
域
で
は
、
離

農
や
規
模
縮
小
し
た
農
家
の
農
地
の
多
く
が
、
地
域
の
担
い
手
層

に
集
積
さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
低
い

面
積
減
少
率
で
あ
っ
た
北
海
道
で
、
今
回
四
・
九
％
減
と
減
少
率

が
倍
増
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
経
営
耕
地
面
積
の
約
三
割
を
占
め

る
北
海
道
で
の
面
積
減
少
率
の
上
昇
は
、
我
が
国
の
農
地
総
量
を

維
持
し
て
い
く
上
で
の
懸
念
材
料
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

次
に
、
借
入
耕
地
面
積
に
つ
い
て
見
る
と
、
全
国
合
計
で
二
〇

二
〇
年
の
一
二
五
・
七
万
ha
か
ら
九
・
二
万
ha
増
え
、
今
回
は
一

三
四
・
九
万
ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
耕
地
面
積
が
減
少
す
る

中
で
着
実
に
借
地
に
よ
る
農
地
流
動
化
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、

五
年
間
の
面
積
増
加
率
は
前
回
の
八
・
〇
％
増
か
ら
七
・
三
％
増

へ
と
僅
か
な
が
ら
低
下
し
て
い
ま
す
。
地
域
別
に
見
る
と
、
今
回

の
借
入
耕
地
面
積
の
増
加
率
は
北
関
東
で
一
五
・
二
％
増
と
最
も

高
く
、
次
い
で
南
関
東
で
一
四
・
九
％
増
、
東
山
で
一
一
・
二
％

増
、
東
北
で
一
〇
・
四
％
増
、
東
海
で
一
〇
・
〇
％
増
の
順
と
な

り
、
こ
れ
ら
五
地
域
で
一
〇
％
を
超
え
る
面
積
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
関
東
・
東
山
の
各
地
域
に
お
い
て
は
前
回
の
面
積
増

加
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
借
地
に
よ
る
農
地
の
流
動
化
が

活
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
山
陰
で
は
九
・
八
％
増
か
ら
〇
・
一
％

増
に
、
山
陽
で
は
六
・
三
％
増
か
ら
四
・
二
％
増
へ
と
そ
れ
ぞ
れ

増
加
率
が
大
き
く
低
下
し
て
お
り
、
特
に
山
陰
で
は
五
年
前
か
ら

借
入
耕
地
面
積
が
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
地
域
で

は
、
地
域
に
放
出
さ
れ
た
農
地
を
十
分
に
引
き
受
け
き
れ
て
お
ら

ず
、
前
述
し
た
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
に
繋
が
っ
て
い
る
と
推
察

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
借
入
耕
地
面
積
率
（
経
営
耕
地
面
積
に
占
め
る
割
合
）

に
よ
っ
て
各
地
域
の
特
徴
を
見
る
と
、
借
地
に
よ
る
農
地
の
流
動

化
が
最
も
進
ん
で
い
る
の
は
前
回
に
引
き
続
き
北
陸
で
あ
り
、
同

面
積
率
は
今
回
さ
ら
に
上
昇
し
六
六
・
六
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
北
陸
で
は
耕
作
さ
れ
て
い
る
農
地
の
三
分
の
二
が
借
地
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
他
、
東
海
で
も
六
割
を
超
え
る
六

〇
・
一
％
と
な
り
、
北
関
東
、
近
畿
、
山
陰
、
山
陽
、
北
九
州
、

南
九
州
で
も
過
半
を
借
入
耕
地
面
積
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
都
府
県
平
均
で
の
借
入
耕
地
面
積
率
も
前
回

の
四
五
・
四
％
か
ら
今
回
五
三
・
〇
％
に
上
昇
し
て
お
り
、
都
府

県
で
は
農
地
の
所
有
と
利
用
の
乖
離
が
一
段
と
進
ん
で
い
ま
す
。
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⑵

個
人
経
営
体
数
減
少
率
と
経
営
耕
地
面
積
減
少
率
の
差

と
こ
ろ
で
、
構
造
再
編
の
進
捗
状
況
を
見
る
た
め
、
図
3
で
は

個
人
経
営
体
数
の
減
少
率
と
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
に
よ
っ
て

各
府
県
（
能
登
半
島
地
震
の
影
響
で
一
部
市
町
の
集
計
が
さ
れ
て

い
な
い
石
川
県
⑶
と
経
営
耕
地
面
積
が
ご
く
僅
か
な
東
京
都
と
大

阪
府
を
除
く
四
三
府
県
を
対
象
。
以
下
の
散
布
図
も
同
じ
。）
を

プ
ロ
ッ
ト
す
る
と
、
両
者
の
間
に
明
確
な
相
関
関
係
は
う
か
が
え

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
都
府
県
平
均
値
（
個
人
経
営
体
数
が
二
四
・

一
％
減
、
経
営
耕
地
面
積
が
六
・
一
％
減
）
に
よ
っ
て
四
つ
の
象

限
に
分
け
る
と
、
個
人
経
営
体
数
、
経
営
耕
地
面
積
の
両
減
少
率

が
と
も
に
高
い
第
一
象
限
に
一
三
県
、
個
人
経
営
体
数
の
減
少
率

が
低
く
、
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
が
高
い
第
二
象
限
に
一
一
府

県
、
両
減
少
率
と
も
に
低
い
第
三
象
限
に
一
〇
県
、
個
人
経
営
体

数
の
減
少
率
が
高
く
、
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
が
低
い
第
四
象

限
に
九
県
と
い
う
分
布
に
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
第
四
象
限
に
位
置
す
る
県
が
離
農
し
た
農
家
の
農

地
の
多
く
が
地
域
の
担
い
手
層
に
集
積
さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
秋
田
県
、
茨
城
県
、
富
山
県
、
福
井
県
、
愛

知
県
、
岐
阜
県
、
滋
賀
県
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
県
は
、

両
減
少
率
の
差
が
二
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
ラ
イ
ン
の
右
下
方
に
離

れ
て
位
置
し
て
お
り
、
個
人
経
営
体
数
の
減
少
（
離
農
）
が
多
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
は
少
な
く
、
農
業
構
造

図3 個人経営体数減少率と農業経営体の経営耕地面積減少率（都府県）

資料：農林業センサス（2020年、2025年（概数値））
注：能登半島地震の影響で一部市町が含まれない石川県及び経営耕地面積が5千haに満たない東京都と大阪府
を除く。
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の
再
編
が
比
較
的
順
調
に
進
ん
で
い
る
県
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
両
減
少
率
の
差
が
二
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
ラ
イ
ン
の

右
下
に
は
、
こ
の
他
に
も
第
一
象
限
に
位
置
す
る
千
葉
県
、
第
三

象
限
の
新
潟
県
、
兵
庫
県
、
宮
崎
県
、
第
四
象
限
の
岩
手
県
と
鹿

児
島
県
も
該
当
し
ま
す
。
こ
れ
ら
県
で
も
、
離
農
し
た
農
家
の
農

地
が
耕
作
放
棄
さ
れ
ず
に
、
担
い
手
層
な
ど
へ
の
農
地
集
積
が
比

較
的
進
ん
で
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
が
高
か
っ
た
と
こ
ろ

は
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
ま
す
。
一
つ
は
中
山
間
地
域
を
多
く

抱
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
島
根
県
、
山
口
県
、
大
分
県
な
ど
第
一
象

限
に
位
置
す
る
県
で
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
果
樹
産
地
の
和
歌

山
県
、
徳
島
県
、
愛
媛
県
、
長
崎
県
な
ど
で
あ
り
、
第
二
象
限
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
県
で
は
、
農
家
の
リ
タ
イ
ア
に
よ

っ
て
受
け
手
の
な
い
農
地
が
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高

く
、
詳
細
な
分
析
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

⑶

借
地
の
展
開
と
経
営
耕
地
面
積
の
減
少

農
業
構
造
再
編
の
進
捗
状
況
の
地
域
差
は
、
農
業
経
営
体
の
借

地
の
進
展
状
況
と
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
と
の
関
係
を
見
る
と
さ

ら
に
明
瞭
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
借
入
耕
地
面
積
の
増
加
率
と

経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
に
よ
っ
て
四
三
府
県
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る

と
（
図
4
）、
両
者
の
間
に
は
弱
い
な
が
ら
も
相
関
関
係
が
う
か

が
え
ま
す
（
決
定
係
数
〇
・
二
五
七
）。
図
の
右
下
に
位
置
す
る

県
が
借
入
耕
地
面
積
の
増
加
率
が
高
く
、
か
つ
経
営
耕
地
面
積
の

減
少
率
が
低
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
離
農
や
規
模
縮
小
に
よ
っ
て
放

出
さ
れ
た
農
地
が
地
域
の
担
い
手
層
な
ど
の
借
入
耕
地
に
な
っ
て

い
る
県
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率

が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
岩

手
県
、
茨
城
県
、
新
潟
県
、
兵
庫
県
、
宮
崎
県
な
ど
が
該
当
し
ま

す
。こ

れ
に
対
し
、
図
の
左
上
に
位
置
す
る
県
は
地
域
に
放
出
さ
れ

た
農
地
の
受
け
手
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
借
入
耕
地
面
積
の
増

加
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
が
高
い
県
で
あ

り
、
鳥
取
県
、
島
根
県
、
広
島
県
、
山
口
県
な
ど
中
国
地
方
の
県

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
う
ち
、
島
根
県
、
広
島
県
、
山
口

県
の
三
県
は
、
こ
の
五
年
間
に
借
入
耕
地
面
積
が
減
少
し
て
お

り
、
農
地
の
受
け
手
の
絶
対
的
な
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

⑷

経
営
耕
地
面
積
規
模
別
の
面
積
シ
ェ
ア

こ
の
よ
う
に
、
農
地
利
用
に
つ
い
て
は
離
農
し
た
農
家
の
農
地

が
地
域
の
担
い
手
層
な
ど
に
集
積
さ
れ
る
動
き
と
、
受
け
手
の
不

足
か
ら
耕
作
放
棄
地
と
な
り
農
地
面
積
の
減
少
が
進
む
動
き
が
混

在
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
と
は
言
え
、
我
が
国
全

体
で
の
流
れ
と
し
て
は
、
平
場
地
域
を
中
心
に
借
地
に
よ
る
担
い

手
層
へ
の
農
地
集
積
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
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ん
。そ

こ
で
、
都
府
県
の
農
業
経
営
体
に
つ
い
て
、
二
〇
一
〇
年
か

ら
の
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
面
積
の
推
移
を
見
る
と
（
図
5
）、

二
〇
一
〇
年
に
「
〇
・
五
〜
一
ha
」
層
に
あ
っ
た
経
営
耕
地
面
積

の
モ
ー
ド
層
が
二
〇
一
五
年
と
二
〇
二
〇
年
に
は
「
五
〜
一
〇

ha
」
層
に
移
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
一
気
に
「
五
〇
ha
以

上
」
層
に
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
も
一
〇
ha
未
満

の
各
規
模
層
で
は
、
い
ず
れ
も
面
積
が
減
少
し
て
お
り
、「
五
〜

一
〇
ha
」
層
の
面
積
は
九
・
二
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
（
前
回
は

五
・
三
％
減
）。
加
え
て
、
小
規
模
・
零
細
層
で
の
面
積
減
少
率

が
今
回
も
高
く
「
〇
・
五
ha
未
満
」
層
で
二
七
・
二
％
減
、「
〇

・
五
〜
一
ha
」
層
で
二
八
・
〇
％
減
、「
一
〜
一
・
五
ha
」
層
で

二
五
・
八
％
減
な
ど
、
い
ず
れ
も
三
割
近
い
高
い
減
少
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、一
〇
ha
以
上
の
各
規
模
層
で
は「
五
〇
ha
以
上
」

層
を
除
き
、
面
積
増
加
率
は
低
下
し
て
い
る
も
の
の
着
実
に
集
積

面
積
は
増
え
て
お
り
、
一
〇
ha
以
上
規
模
の
経
営
体
が
集
積
す
る

面
積
の
割
合
（
一
〇
ha
以
上
層
面
積
シ
ェ
ア
）
は
二
〇
一
五
年
の

二
七
・
二
％
、
二
〇
二
〇
年
の
三
六
・
五
％
か
ら
今
回
は
四
五
・

九
％
に
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
二
〇
ha
以
上
規
模
層
で

見
る
と
、
二
〇
一
五
年
の
一
七
・
四
％
、
二
〇
二
〇
年
の
二
四
・

五
％
か
ら
今
回
は
三
二
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
表
7
で
都
府
県
の
地
域
別
に
こ
れ
ら
上
層
規
模
農
業

図4 農業経営体の借入耕地面積増加率と経営耕地面積減少率（都府県）

資料：農林業センサス（2020年、2025年（概数値））
注：能登半島地震の影響で一部市町が含まれない石川県及び経営耕地面積が5千haに満たない東京都と大阪府
を除く。
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経
営
体
の
経
営
耕
地
面
積
シ
ェ
ア
を
見
る
と
、
一
〇
ha
以
上
規
模

層
の
面
積
シ
ェ
ア
が
最
も
高
い
の
は
、
今
回
も
北
陸
で
あ
り
、
前

回
か
ら
一
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
五
八
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
東
北
五
三
・
一
％
（
九
・
五
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
と

東
海
五
〇
・
九
％
（
一
一
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
で
同
面
積
シ
ェ

ア
が
五
〇
％
を
、
北
関
東
四
六
・
二
％
（
一
一
・
三
ポ
イ
ン
ト
上

昇
）、
山
陰
四
一
・
七
％
（
七
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）、
南
九
州
四

一
・
一
％
（
一
一
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
で
も
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
％

を
超
え
る
面
積
シ
ェ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
沖
縄

で
は
一
八
・
五
％
（
二
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）、
四
国
で
は
二
〇

・
七
％
（
六
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
と
二
〇
％
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
地
域
も
あ
り
、
依
然
と
し
て
地
域
差
が
大
き
く
、
よ
り
一

層
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
〇
ha
以
上
規
模
層
の
経
営
耕
地
面
積
シ
ェ
ア
に
つ

い
て
見
る
と
、
北
陸
が
四
四
・
九
％
と
面
積
シ
ェ
ア
が
最
も
高

く
、
次
い
で
東
海
が
四
二
・
二
％
と
な
り
両
地
域
が
四
〇
％
を
超

え
、東
北
が
三
七
・
七
％
、北
関
東
が
三
一
・
五
％
と
続
き
ま
す
。

こ
の
五
年
間
の
同
面
積
シ
ェ
ア
の
上
昇
ポ
イ
ン
ト
数
は
、
東
海
が

一
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
と
最
も
大
き
く
、
北
関
東
が
一
〇
・
四
ポ
イ

ン
ト
、
北
陸
が
一
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
、
南
九
州
が
一
〇
・
〇
ポ
イ

ン
ト
と
、
こ
の
四
地
域
が
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
昇
し
て
お
り
、

と
り
わ
け
規
模
の
大
き
な
農
業
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
が
進
ん
で

い
ま
す
。

図5 農業経営体の経営耕地面積規模別面積の推移と面積シェア（都府県）

資料：農林業センサス（2010年、2015年、2020年、2025年（概数値））
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⑸

借
地
に
よ
る
農
地
流
動
化
と
上
層
規
模
層
へ
の
農
地
集
積

前
掲
表
7
で
見
た
よ
う
に
、
一
〇
ha
や
二
〇
ha
以
上
規
模
層
へ

の
農
地
集
積
は
北
陸
や
東
海
な
ど
で
急
速
に
進
展
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
地
域
で
の
上
層
規
模
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
は
、
離

農
や
規
模
縮
小
し
た
農
家
の
農
地
の
多
く
が
借
地
と
な
り
、
こ
れ

ら
経
営
体
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
結
果
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
借
入
耕
地
面
積
率
と
二
〇
ha
以
上
規
模
層
の
面
積
シ
ェ
ア
に

よ
っ
て
四
三
府
県
の
分
布
を
見
ま
し
た
（
図
6
）。
同
図
で
は
左

下
か
ら
右
上
方
向
へ
の
回
帰
直
線
周
辺
に
府
県
が
並
ん
で
お
り
、

両
者
の
間
に
比
較
的
強
い
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

す
（
決
定
係
数
〇
・
六
七
〇
）。
す
な
わ
ち
、
借
入
耕
地
面
積
率

が
高
い
府
県
ほ
ど
二
〇
ha
以
上
規
模
農
業
経
営
体
の
農
地
集
積
率

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

具
体
的
な
府
県
名
を
見
る
と
、
両
面
積
率
と
も
に
高
い
図
の
右

上
に
位
置
す
る
の
は
、
富
山
県
、
福
井
県
、
滋
賀
県
、
岐
阜
県
、

佐
賀
県
、
三
重
県
、
愛
知
県
、
宮
城
県
な
ど
で
あ
り
、
離
農
な
ど

に
よ
っ
て
流
動
化
し
た
農
地
を
上
層
規
模
の
農
業
経
営
体
が
借
り

入
れ
て
規
模
拡
大
を
図
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
総
じ

て
水
田
作
が
地
域
農
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
県
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
県
の
多
く
は
集
落
営
農
の
組
織
化
と
そ
の
後
の

法
人
化
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
前
述
し
た
八
県
の
う

表7 上層規模農業経営体による経営耕地面積シェアの地域ブロック別動向

資料：農林業センサス（2010年、2015年、2020年、2025年（概数値））
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ち
愛
知
県
と
三
重
県
を
除
く
六
県
は
、
二
〇
二
五
年
に
お
け
る
集

落
営
農
組
織
の
農
地
集
積
率
が
二
〇
％
を
超
え
て
い
ま
す
（
三
重

県
も
一
五
％
以
上
）。
こ
れ
ら
県
で
は
、
集
落
営
農
組
織
が
地
域

農
業
の
担
い
手
と
し
て
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
継
者
の

い
な
い
農
家
な
ど
が
農
地
を
こ
れ
ら
組
織
に
任
せ
た
こ
と
で
、
急

速
に
上
層
規
模
層
へ
の
農
地
集
積
が
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
借
入
耕
地
面
積
率
が
四
〇
％
に
満
た
な
い
和
歌

山
県
、
奈
良
県
、
徳
島
県
、
神
奈
川
県
、
沖
縄
県
な
ど
は
、
い
ず

れ
も
二
〇
ha
以
上
規
模
農
業
経
営
体
の
農
地
集
積
率
が
一
〇
％
に

達
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
県
は
園
芸
作
が
中
心
の
と
こ
ろ
が

多
く
、
こ
の
五
年
間
に
個
人
経
営
体
数
が
二
〇
％
前
後
減
少
し
て

い
ま
す
。
前
述
し
た
水
田
作
主
体
の
県
と
は
異
な
り
、
離
農
し
た

農
家
の
農
地
が
必
ず
し
も
上
層
規
模
層
に
集
積
さ
れ
て
は
い
な
い

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

⑹

上
層
規
模
層
に
お
け
る
農
地
集
積
の
展
開

農
地
利
用
に
関
す
る
分
析
の
最
後
に
、
上
層
規
模
層
へ
の
農
地

集
積
水
準
と
集
積
動
向
と
の
関
係
を
見
て
お
き
ま
す
（
図
7
）。

同
図
は
縦
軸
に
二
〇
ha
以
上
規
模
層
の
面
積
シ
ェ
ア
（
集
積
水

準
）
を
、
横
軸
に
こ
の
五
年
間
の
同
規
模
層
の
面
積
シ
ェ
ア
上
昇

ポ
イ
ン
ト
数
（
集
積
動
向
）
を
と
り
、
四
三
府
県
を
プ
ロ
ッ
ト
し

た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
二
〇
ha
以
上
規
模
層
の
面
積
シ

図6 農業経営体の借入耕地面積率と上層規模層の農地集積率（都府県）

資料：農林業センサス（2020年、2025年（概数値））、集落営農実態調査（2025年）、耕地及び作付面積統計（2025年）。
注1）集落営農組織の農地集積率が20％以上の県を◆印、15～20％の県を■印で示した（都府県平均13．3％）。
2）能登半島地震の影響で一部市町が含まれない石川県及び経営耕地面積が5千haに満たない東京都と大阪
府を除く。
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ェ
ア
が
高
い
府
県
ほ
ど
同
規
模
層
の
面
積
シ
ェ
ア
上
昇
ポ
イ
ン
ト

数
が
高
い
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
（
決
定
係
数
〇
・
三
二
五
）。

ま
た
、
二
〇
ha
以
上
規
模
層
の
面
積
シ
ェ
ア
が
高
い
県
は
前
掲

図
7
で
見
た
よ
う
に
、
集
落
営
農
組
織
の
農
地
集
積
率
の
高
い
県

が
多
く
存
在
し
ま
す
が
、
集
積
動
向
に
は
異
な
る
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
集
落
営
農
組
織
の
農
地
集
積
率
が
二
〇
％
を
超
え
る
県
は
い

ず
れ
も
回
帰
直
線
の
上
側
に
位
置
し
て
お
り
、
集
積
率
が
高
い
順

に
佐
賀
県
（
四
三
・
六
％
）、
福
井
県
（
四
一
・
一
％
）、
富
山
県

（
四
〇
・
二
％
）、
滋
賀
県
（
三
〇
・
〇
％
）、
宮
城
県
（
二
六
・

二
％
）、
福
岡
県
（
二
五
・
九
％
）、
広
島
県
（
二
四
・
七
％
）、

島
根
県
（
二
四
・
四
％
）、
岐
阜
県
（
二
一
・
〇
％
）、
秋
田
県
（
二

〇
・
九
％
）、
岩
手
県
（
二
〇
・
〇
％
）
の
一
一
県
と
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
島
根
県
、
広
島
県
、
福
岡
県
を
除
く
八
県
で
は
二
〇

ha
以
上
規
模
層
の
面
積
シ
ェ
ア
が
い
ず
れ
も
四
〇
％
を
超
え
て
い

ま
す
。

し
か
し
こ
の
八
県
の
う
ち
、
二
〇
ha
以
上
規
模
層
の
面
積
シ
ェ

ア
上
昇
ポ
イ
ン
ト
数
が
都
府
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
岐

阜
県
、
秋
田
県
、
滋
賀
県
、
富
山
県
、
岩
手
県
、
福
井
県
の
六
県

の
み
で
あ
り
、
宮
城
県
、
佐
賀
県
に
加
え
、
二
〇
ha
以
上
規
模
層

の
面
積
シ
ェ
ア
が
四
〇
％
に
満
た
な
い
島
根
県
、
広
島
県
、
福
岡

県
で
は
面
積
シ
ェ
ア
上
昇
ポ
イ
ン
ト
数
が
都
府
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
県
で
は
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策（
経

営
所
得
安
定
対
策
）
の
実
施
に
伴
っ
て
集
落
営
農
の
組
織
化
（
上

図7 上層規模農業経営体への農地集積状況の地域性（都府県）

資料：農林業センサス（2020年、2025年（概数値））、集落営農実態調査（2025年）、耕地及び作付面積統計（2025年）。
注1）集落営農組織の農地集積率が20％以上の県を◆印、15～20％の県を■印で示した（都府県平均13．3％）。
2）能登半島地震の影響で一部市町が含まれない石川県及び経営耕地面積が5千haに満たない東京都と大阪
府を除く。
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層
規
模
農
業
経
営
体
の
形
成
）
が
図
ら
れ
た
際
、
構
成
農
家
の
経

営
耕
地
の
多
く
が
組
織
経
営
体
の
借
入
耕
地
に
な
っ
た
こ
と
で
農

地
集
積
が
一
気
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
が
多
く
、
近
年
で
は
新
た
な
農

地
集
積
に
向
け
た
動
き
が
停
滞
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
し
ょ

う
。一

方
、
こ
の
五
年
間
で
の
面
積
シ
ェ
ア
上
昇
ポ
イ
ン
ト
数
が
最

も
大
き
い
の
は
、
茨
城
県
で
あ
り
一
三
・
五
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
、

次
い
で
愛
知
県
で
一
二
・
〇
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
の

他
、
新
潟
県
、
岡
山
県
、
宮
崎
県
、
静
岡
県
で
も
一
〇
ポ
イ
ン
ト

を
超
え
る
上
昇
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
県
は
集
落
営
農
組
織

の
農
地
集
積
率
が
低
く
、
茨
城
県
や
静
岡
県
で
は
三
％
に
も
満
た

な
い
水
準
で
す
。
前
述
し
た
集
落
営
農
組
織
に
よ
っ
て
二
〇
ha
以

上
規
模
層
へ
の
農
地
集
積
が
進
ん
で
い
る
県
と
は
異
な
り
、
個
別

大
規
模
経
営
が
農
地
集
積
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま

す
。

5
�
お
わ
り
に

『
二
〇
二
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
結
果
の
概
要
（
概
数
値
）』

の
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
か
ら
、
我
が
国
の
農
業
構
造
の
現
状
と

動
向
を
見
て
き
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
五
年
間
の
農
業
構
造
変
動
の
特
徴
が
幾
つ
か

う
か
が
え
ま
し
た
。

そ
の
第
一
は
、
農
業
経
営
体
数
の
減
少
率
が
過
去
最
高
を
更
新

し
、
二
三
％
減
に
ま
で
上
昇
し
た
こ
と
で
す
。
経
営
耕
地
面
積
で

は
都
府
県
で
一
〇
ha
（
北
海
道
は
一
〇
〇
ha
）、
農
産
物
販
売
金

額
で
は
三
千
万
円
が
経
営
体
数
の
増
減
分
岐
規
模
で
あ
り
、
こ
れ

は
前
回
と
同
じ
で
し
た
が
、
経
営
体
数
が
増
加
し
て
い
る
規
模
層

の
増
加
率
は
押
し
な
べ
て
大
き
く
低
下
し
て
お
り
、
逆
に
経
営
体

数
が
減
少
し
て
い
る
規
模
層
、
と
り
わ
け
分
岐
点
に
近
い
規
模
層

で
の
減
少
率
の
上
昇
が
顕
著
で
し
た
。
前
回
セ
ン
サ
ス
の
分
析
で

も
指
摘
し
た
中
間
規
模
層
の
経
営
体
に
お
け
る
階
層
分
解
が
、
今

回
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

第
二
は
、
団
体
経
営
体
や
法
人
経
営
体
は
引
き
続
き
経
営
体
数

が
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
団
体
経
営
体
の
増
加
は
前
回
に
続
き

ご
く
僅
か
で
あ
り
、
法
人
経
営
体
の
増
加
率
も
大
き
く
低
下
し
一

桁
台
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
団
体
経
営
体
や
法
人
経
営
体
に
つ
い

て
は
組
織
形
態
別
の
内
訳
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
タ

イ
プ
の
経
営
体
が
増
加
し
て
い
る
か
は
不
明
で
す
が
、
非
法
人
組

織
経
営
体
（
そ
の
多
く
は
集
落
営
農
組
織
）
に
お
け
る
法
人
化
の

動
き
や
、
大
規
模
家
族
経
営
に
お
け
る
一
戸
一
法
人
化
の
動
き
が

そ
ろ
そ
ろ
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
は
、
販
売
一
位
部
門
が
「
稲
作
」
の
経
営
体
数
の
減
少
率

が
低
下
す
る
一
方
で
、「
工
芸
農
作
物
」「
露
地
野
菜
」「
畜
産
」

の
減
少
率
が
上
昇
し
た
こ
と
で
す
。
中
で
も
「
畜
産
」
は
前
回
か

ら
一
〇
ポ
イ
ン
ト
近
く
減
少
率
が
上
昇
し
て
お
り
、
特
に
「
肉
用

牛
」
で
三
〇
％
を
超
え
る
高
い
減
少
率
と
な
り
ま
し
た
。「
肉
用
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牛
」
は
家
族
農
業
労
働
力
の
高
齢
化
が
著
し
い
経
営
部
門
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
労
働
力
の
確
保
が
で
き
ず
、
離
農
や
「
肉
用
牛
」
部

門
か
ら
の
撤
退
が
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

第
四
は
、
個
人
経
営
体
に
お
け
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
減
少

率
が
二
五
％
を
超
え
、
経
営
体
数
の
減
少
率
を
初
め
て
上
回
っ
た

こ
と
で
す
。
年
齢
階
層
別
に
見
る
と
、
従
事
者
数
が
四
〇
％
を
超

え
る
高
い
減
少
率
と
な
っ
て
い
た
の
は
六
〇
代
の
「
六
〇
〜
六
四

歳
」「
六
五
〜
六
九
歳
」
層
で
あ
り
、
四
〇
代
、
五
〇
代
の
壮
年

層
で
は
従
事
者
数
の
減
少
率
が
低
下
し
て
い
ま
し
た
。
と
は
言

え
、
今
回
も
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
七
割
が
「
六
五
歳
以
上
」、

三
割
強
が
「
七
五
歳
以
上
」
で
あ
る
歪
な
年
齢
構
成
に
変
化
は
な

く
、
個
人
経
営
体
に
お
け
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
の
減
少
と
高

齢
化
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

第
五
は
、
前
回
セ
ン
サ
ス
で
急
減
し
て
い
た
団
体
経
営
体
の
農

業
専
従
者
数
（
農
業
に
一
五
〇
日
以
上
従
事
し
た
役
員
・
構
成
員

数
）
が
再
び
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
結
果
は
、
前
回

セ
ン
サ
ス
で
の
従
事
者
数
の
急
減
要
因
が
調
査
様
式
の
変
更
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
を
深
め
る
も
の
で
し
た
。
同
様

の
動
き
を
示
し
て
い
た
「
常
雇
い
」
と
と
も
に
、
今
後
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

第
六
は
、
全
国
の
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
は
今
回
も
低
く
六

％
弱
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
地
目
別
に
は
田
で
の
減
少
率
が
や
や

低
下
し
た
の
に
対
し
、
畑
で
の
減
少
率
が
や
や
高
ま
り
ま
し
た
。

樹
園
地
の
減
少
率
は
今
回
も
一
五
％
を
超
え
る
高
い
減
少
率
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
別
に
は
山
陰
と
四
国
で
一
〇
％
を

超
え
る
減
少
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
両
地
域
で
は
借
地
に
よ
る
農

地
流
動
化
の
速
度
が
鈍
化
し
て
お
り
、
特
に
山
陰
で
は
こ
の
五
年

間
に
借
入
耕
地
面
積
が
ほ
と
ん
ど
増
え
て
お
ら
ず
、
地
域
に
放
出

さ
れ
た
農
地
を
、
受
け
手
の
不
足
か
ら
引
き
受
け
き
れ
な
く
な
っ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

第
七
は
、
平
場
の
水
田
地
帯
を
中
心
に
、
離
農
が
進
ん
だ
県（
個

人
経
営
体
数
の
減
少
率
が
高
い
県
）
ほ
ど
、
借
地
に
よ
っ
て
上
層

規
模
層
に
農
地
が
集
積
さ
れ
て
お
り
、
上
層
規
模
層
の
面
積
シ
ェ

ア
が
高
い
県
ほ
ど
こ
の
五
年
間
の
農
地
集
積
速
度
が
速
い
傾
向
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、
上
層
規
模
層
に
よ
る
農
地
集
積
が
進

ん
で
い
る
県
の
多
く
で
集
落
営
農
組
織
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
五
年
間
で
は
こ
れ
ら
組
織
へ
の
農
地

集
積
が
停
滞
し
て
い
る
様
子
も
垣
間
見
え
ま
し
た
。

以
上
の
分
析
結
果
か
ら
、
我
が
国
の
農
業
構
造
の
変
動
は
、
総

じ
て
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
の
、
地
域
差
（
府
県
間

の
差
）
が
よ
り
一
層
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
分
析
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
前
回
セ
ン
サ
ス
分

析
か
ら
の
課
題
を
含
め
、
我
が
国
の
農
業
構
造
変
動
の
態
様
と
そ

の
地
域
的
特
徴
、
さ
ら
に
は
変
動
要
因
を
、
今
後
、
順
次
公
表
さ

れ
る
各
種
の
集
計
結
果
や
個
票
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
に
よ
っ

て
、
引
き
続
き
詳
細
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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注⑴

農
林
水
産
政
策
研
究
所
（
二
〇
二
三
）『
激
変
す
る
日
本
農
業
・
農
村
構

造
―
二
〇
二
〇
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
総
合
分
析
―
』、
農
業
・
農
村
構
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
【
セ
ン
サ
ス
分
析
】
研
究
資
料
、
二
三
八
〜
二
四
〇
ペ
ー
ジ
。

⑵

団
体
経
営
体
の
内
部
農
業
労
働
力
や
常
雇
い
が
前
回
セ
ン
サ
ス
で
急
減

し
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
橋
詰
登
（
二
〇
二
五
）『
新
基
本
法
下
で
の
農
業

・
農
村
の
変
容
―
農
業
セ
ン
サ
ス
分
析
か
ら
見
た
構
造
変
動
―
』
筑
波
書

房
、
九
二
〜
九
七
ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い
ま
す
。

⑶

今
回
の
概
数
値
に
は
能
登
半
島
地
震
な
ど
の
影
響
で
輪
島
市
、珠
洲
市
、

能
登
町
の
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
二
市
一
町
合
計
の
二

〇
二
〇
年
セ
ン
サ
ス
で
の
農
業
経
営
体
数
は
一
、六
五
九
経
営
体
で
あ
り
、

石
川
県
の
九
、
八
九
〇
経
営
体
の
一
六
・
八
％
を
占
め
ま
す
。
ち
な
み
に
、

こ
の
経
営
体
数
は
北
陸
の
二
・
二
％
、
全
国
の
〇
・
二
％
と
な
り
ま
す
。

Ⅱ

質
疑
応
答

○
安
藤

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
限
ら
れ
た
概
数
値

で
あ
り
ま
す
が
、
詳
細
に
分
析
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

集
落
営
農
実
態
調
査
の
デ
ー
タ
も
入
れ
て
各
県
の
特
徴
を
析
出
し

て
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
先
生
方
か
ら
お
伺
い
し
た
い
こ
と
、
コ
メ
ン
ト
等

あ
れ
ば
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
北
海
道
の
経
営
耕
地
の
減
少
率
が
増
大
）

で
は
、
最
初
に
私
か
ら
い
く
つ
か
確
認
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
北
海
道
の
経
営
耕
地
面
積
は
、
あ
ま
り
減
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
の
減
少
率
は
二
・
一
％
か
ら
四
・
九
％
と
大
き

く
増
え
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
全
国
平
均
と
比
べ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど

高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
減
り
方
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
点
が

少
し
気
に
な
る
と
こ
ろ
。
北
海
道
で
も
か
な
り
大
変
な
状
況
が
生

ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

○
橋
詰

そ
れ
は
私
も
非
常
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し

て
、
北
海
道
で
は
、
前
回
か
ら
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
が
倍
以

上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
は
全
国
の
経
営
耕
地
面
積
の
約
三

分
の
一
を
抱
え
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
の
減
少
率
が
高
ま
る
と
、

我
が
国
全
体
で
の
農
地
総
量
の
維
持
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

い
う
こ
と
で
、
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
す
。

た
だ
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
と
い
う
の
は
、
現
段
階
の
分
析
で

は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
田
畑
別
に
こ
の
五
年
間
の
面
積
動
向
を

注
意
深
く
見
て
い
け
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
や
っ
て

い
ま
せ
ん
。
前
回
、
全
国
の
田
面
積
減
少
率
が
高
ま
っ
た
の
は
、

北
海
道
で
の
田
か
ら
畑
へ
の
転
換
が
大
き
か
っ
た
わ
け
で
す
け

ど
、
今
回
も
そ
の
動
き
が
続
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も

確
認
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
北
海
道
の
人
に
聞

い
て
み
る
の
が
一
番
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
減
少
率
が
都
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府
県
に
比
べ
れ
ば
二
ポ
イ
ン
ト
低
い
四
％
台
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

喜
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
水
準
だ
と
確
か
に
思
い
ま
す
。

○
安
藤

都
府
県
の
中
で
の
差
が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
そ
の
中
で
特
徴
的
な
県
の
動
き
が
幾
つ
も
見
え
て
き
た
の
が

大
変
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

（
い
く
つ
か
の
県
で
の
特
徴
的
な
動
き
）

表
11
（
未
収
録
資
料
）
で
、
例
え
ば
埼
玉
が
二
〇
二
〇
年
か
ら

二
〇
二
五
年
の
間
の
借
入
耕
地
面
積
率
上
昇
ポ
イ
ン
ト
数
で
は
一

一
・
五
ポ
イ
ン
ト
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
大
き

な
変
化
が
あ
り
、
県
に
よ
る
違
い
が
随
分
大
き
く
な
っ
て
い
る
な

と
い
う
の
が
私
の
印
象
で
す
。

先
ほ
ど
の
北
海
道
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
に
い
る
研
究
者
の
先

生
方
に
調
べ
て
い
た
だ
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
が
、
都
府
県
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
分
析
を

し
て
い
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ン
サ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
〇
一
五
年
か
ら
二

〇
年
に
か
け
て
、
沖
縄
の
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
が
二
一
・
四

％
減
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
減
り
方
を
し
て
い
ま
す
。
前
回
の
セ

ン
サ
ス
で
は
沖
縄
の
実
態
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
の
究
明
が
課
題

だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
今
回
も
そ
う
い
う
減
り
方
を
し
て
い

る
よ
う
な
県
が
ど
こ
か
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
熊
本
は
、
経
営
耕
地
面
積
が
一
〇
％
以
上
減
少
し
て

い
ま
す
。
熊
本
県
は
農
業
県
と
し
て
我
々
は
認
識
し
て
い
る
の
で

す
が
、
実
際
に
は
何
が
起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
熊
本
の
話

は
あ
ま
り
聞
く
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

○
橋
詰

熊
本
は
、
恐
ら
く
草
地
の
減
少
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
畜
産
関
係
で
の
草
地
、
牧
草
地
だ
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

の
面
積
が
減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
。
だ
か
ら
、
田
と
か

普
通
畑
が
特
別
大
き
く
減
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
細
か
く
分
析
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
の
で
す
け
れ
ど
も
。

○
谷
口

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
関
係
な
い
で
す
か
？
半
導
体
関
連
の
転
用

の
影
響
で
す
。

○
橋
詰

そ
れ
は
市
町
村
別
に
見
る
と
結
構
な
面
積
割
合
に
な
る

と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
県
全
体
で
見
れ
ば
そ
ん
な
に

大
き
な
影
響
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

○
谷
口

今
、
菊
陽
町
以
外
の
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
も
農
業
を
や
る

気
が
な
く
な
る
と
い
う
影
響
が
出
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が

し
て
い
る
ん
で
す
。

○
橋
詰

農
地
の
減
少
要
因
と
し
て
は
、
耕
作
放
棄
の
他
に
農
外

転
用
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
確
か
に
そ
う
い
う
側
面
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
今
の
時
点
で
は
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
で
す
。

○
安
藤

最
後
に
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
「
特
に
農
地
利

用
に
お
い
て
は
地
域
差
（
府
県
間
の
差
）
が
よ
り
一
層
拡
大
す
る
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傾
向
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
各
府
県
の
動
き
を
、
実
態
調
査

も
含
め
て
我
々
研
究
者
が
調
査
し
て
い
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ

と
が
随
分
増
え
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
こ
と
を
改
め

て
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
の
が
、
今
回
の
橋
詰
先
生
に

よ
る
分
析
だ
っ
た
と
い
う
の
が
私
の
感
想
と
な
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
橋
詰

今
回
の
統
計
速
報
の
リ
ー
ド
部
分
に
書
い
て
あ
る
よ
う

な
平
均
値
を
並
べ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
姿
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
実

際
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

見
て
お
く
こ
と
が
、
政
策
を
展
開
す
る
上
で
重
要
に
な
っ
て
く
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
は
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
い
っ
て
も
一
県
だ
け
で
面
積
も

少
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
変
動
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
が

あ
る
の
で
す
が
、
今
回
も
独
自
の
動
き
を
し
て
い
る
と
い
う
の

は
、
確
か
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

○
安
藤

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
ほ
か
の
先

生
方
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
神
山
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

（
中
山
間
地
域
の
動
向
）

○
神
山

図
4
で
す
。
中
山
間
地
域
の
問
題
と
し
て
、
中
国
山
地

の
受
け
手
不
足
で
経
営
耕
地
面
積
が
減
少
し
て
い
る
と
図
の
左
上

で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
の
関
係
で
四
国
を
見
て
い
き
ま

す
と
、
香
川
県
、
徳
島
県
、
愛
媛
県
で
は
か
な
り
中
国
山
地
に
近

く
な
っ
て
い
る
と
。
た
だ
、
高
知
県
は
随
分
飛
び
離
れ
て
右
の
ほ

う
に
あ
る
。
こ
の
辺
の
原
因
は
何
な
の
か
と
い
う
の
を
考
え
て
い

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
な
の
か
な
と
。
や
は
り
も
っ
と
細
か

い
数
字
が
出
て
こ
な
い
と
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

○
橋
詰

増
加
率
と
減
少
率
で
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
県
に
よ

っ
て
は
母
数
と
な
っ
て
い
る
面
積
が
小
さ
い
と
、
ち
ょ
っ
と
増
え

た
り
減
っ
た
り
し
た
だ
け
で
大
き
な
変
動
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

高
知
は
比
較
的
借
入
耕
地
面
積
そ
の
も
の
も
が
少
な
い
県
の
一
つ

な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
増
え
る
だ
け
で
増
加
率
が
大
き
く
な
っ
た
の

か
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
細
か
く
見
な
け
れ

ば
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
町
村
別
統
計
が
出
さ
れ
た
ら
、
ど
こ
の
市

町
村
で
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
分
析
す
れ
ば
、
そ

の
理
由
が
分
か
っ
て
く
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

○
神
山

地
域
類
型
別
の
統
計
が
出
る
の
は
二
年
遅
れ
ぐ
ら
い
。

○
橋
詰

そ
う
で
す
、
一
番
最
後
で
す
。

○
神
山

だ
か
ら
、
な
か
な
か
分
析
で
き
な
い
の
で
す
よ
ね
。

○
橋
詰

い
や
、
都
道
府
県
別
統
計
書
の
旧
市
町
村
別
デ
ー
タ
を

用
い
れ
ば
、
四
つ
の
地
域
類
型
別
に
集
計
で
き
ま
す
の
で
、
二
年

待
た
な
く
て
も
、
一
つ
二
つ
の
県
で
あ
れ
ば
地
域
類
型
別
の
分
析

は
で
き
ま
す
。
全
県
や
る
と
な
る
と
作
業
が
大
変
で
す
が
、
そ
れ

は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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○
神
山

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
安
藤

ほ
か
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
友
田
先
生
、
お
願
い
し

ま
す
。

（
拡
大
す
る
地
域
間
格
差
）

○
友
田

担
い
手
層
へ
の
農
地
集
積
に
つ
い
て
、
地
域
ご
と
の
格

差
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ

は
、
こ
っ
ち
の
地
域
は
耕
作
放
棄
さ
れ
ず
に
農
地
集
積
が
進
ん

で
、
あ
っ
ち
の
地
域
は
集
積
さ
れ
ず
に
耕
作
放
棄
さ
れ
る
と
い
う

逆
の
方
向
を
向
い
た
結
果
、
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ

と
も
、
集
積
さ
れ
ず
に
耕
作
放
棄
さ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
で
格

差
が
開
い
て
い
る
の
か
、
ど
っ
ち
と
考
え
た
ら
い
い
で
す
か
。

○
橋
詰

基
本
的
に
は
両
方
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
前
者
の
ほ
う

が
最
近
は
顕
著
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
経
営
耕
地
の
減
少
率

と
か
上
層
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
の
動
向
だ
と
か
を
見
て
み
る

と
、
平
場
の
水
田
地
帯
な
ど
で
は
比
較
的
上
層
の
経
営
体
に
農
地

が
集
積
さ
れ
て
面
積
減
少
率
が
低
い
と
い
う
傾
向
が
続
い
て
い

て
、
今
回
も
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
前
回
か
な
り
農
地
総
量

が
減
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
今
回
も
引
き
続
き
面
積
が
減
っ
て

い
ま
す
。
中
山
間
地
が
多
い
山
陰
だ
と
か
は
そ
の
典
型
と
言
え
ま

す
。そ

う
い
う
意
味
で
は
、
農
地
が
集
積
で
き
る
地
域
や
県
で
は
引

き
続
き
集
積
が
進
む
け
れ
ど
も
、「
担
い
手
」
が
十
分
で
は
な
く

て
、
農
地
を
引
き
受
け
切
れ
な
く
な
る
兆
し
が
現
れ
て
い
た
と
こ

ろ
で
は
、
さ
ら
に
受
け
切
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
地
域
差
が
開
い

て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

○
友
田

そ
う
す
る
と
、
農
地
集
積
が
進
ん
で
構
造
変
動
が
う
ま

く
い
っ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
当
面
安
心
し
て
も
い
い
と
い
う

…
…

○
橋
詰

こ
れ
ま
で
、
集
落
営
農
由
来
の
組
織
経
営
体
が
農
地
の

中
心
的
な
受
け
手
と
し
て
頑
張
っ
て
き
た
地
域
や
県
の
中
に
は
、

引
き
続
き
農
地
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
と
、
北
九
州
な
ど

の
よ
う
に
近
年
農
地
の
流
動
化
が
停
滞
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
出
て

き
て
い
る
の
で
、
上
層
の
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
て
も
、
経
営
体
の
継
承
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ

ば
、
農
地
の
減
少
率
が
高
ま
る
地
域
が
出
現
す
る
可
能
性
は
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

○
友
田

う
ま
く
い
く
地
域
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
く
る
と
。

○
橋
詰

う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
ど
こ
で
判
断
す
る
か

と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
他
と
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
う
ま

く
い
っ
て
い
る
方
だ
と
見
る
の
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

北
陸
で
あ
っ
て
も
五
年
間
に
四
〜
五
％
の
経
営
耕
地
が
減
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
そ
の
減
少
面
積
の
多
く
は
、
地
域
の
ど
こ
か
で
受

け
切
れ
て
い
な
い
農
地
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
。

○
安
藤

そ
れ
で
は
、
矢
坂
先
生
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
コ
ロ
ナ
禍
と
資
材
価
格
上
昇
の
影
響
）
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○
矢
坂

二
〇
二
〇
年
か
ら
二
〇
二
五
年
の
間
に
は
コ
ロ
ナ
禍
が

あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、

農
業
生
産
構
造
の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
し

ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
農
畜
産
物
な
ど
の
需
要
が
大
き
く

減
少
し
、
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
生
産
資
材
が
円
安
な
ど
の
影
響
で
高
止
ま
り
し
、
畜
産
経
営
は

畜
産
危
機
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
、
離
農
も

か
な
り
進
み
ま
し
た
。
工
芸
作
物
で
も
外
食
や
香
典
返
し
、
法
要

の
引
き
出
物
な
ど
の
贈
答
品
需
要
に
か
な
り
支
え
ら
れ
て
い
た
お

茶
な
ど
の
農
業
経
営
に
は
か
な
り
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
は
突
発
的
で
特
殊
な
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

に
よ
っ
て
農
業
生
産
構
造
の
変
化
が
セ
ン
サ
ス
に
表
れ
て
い
る
か

ど
う
か
と
い
う
の
が
最
初
の
質
問
で
す
。

い
ま
一
つ
の
質
問
は
、
先
ほ
ど
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
期
間
に

は
肥
料
や
農
業
機
械
な
ど
の
生
産
資
材
が
か
な
り
高
騰
し
て
、
経

営
規
模
拡
大
の
意
欲
、
原
動
力
に
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
思
え
る

の
で
す
が
、
そ
れ
が
セ
ン
サ
ス
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
点
で
す
。
さ
き
ほ
ど
の
安
藤
先
生
の
ご
質
問
に
あ

っ
た
よ
う
に
、
借
地
に
よ
る
農
地
流
動
化
の
ト
ッ
プ
が
埼
玉
、
京

都
、
静
岡
と
い
っ
た
よ
う
な
従
来
あ
ま
り
見
か
け
な
か
っ
た
県
が

増
え
て
、
北
陸
の
県
が
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
と
も
関
連
が
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
規
模
な
農
業
経
営
は
投
資
を
抑
え
て
様

子
見
を
し
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
埼
玉
、
京
都
な

ど
の
新
し
く
登
場
し
た
地
域
の
農
業
経
営
は
資
産
を
あ
る
程
度
持

っ
て
い
て
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
投
資
余
力
が
あ
る
地
域
で
経
営

規
模
拡
大
が
進
ん
だ
可
能
性
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
の

質
問
も
コ
ロ
ナ
禍
と
円
安
な
ど
の
影
響
が
セ
ン
サ
ス
に
ど
の
よ
う

な
変
化
と
し
て
表
れ
て
き
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

○
橋
詰

皆
様
が
ど
う
お
考
え
な
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
間
の
農
業
構
造
変
動
に
は
コ
ロ
ナ
の
直
接
的
な
影
響
は
さ
ほ
ど

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
作
物
別
に
は
お
茶
な
ど
で
は
多
少

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
大
き

な
影
響
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
資
材
価
格
云
々
の
話
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
も
ち
ろ
ん
最
近
だ
と
資
材
価
格
が
結
構
上
が
っ
て
い
て
、
そ

れ
が
規
模
拡
大
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
の
は
確
か
に
そ

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
を
見
る
と
規
模
拡
大
を
図
っ
た
経

営
体
そ
の
も
の
が
さ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
。
大
規
模
な
経
営
体
は

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
増
え
方
が
こ
れ
ま
で
と
は
全
然
違
い
停
滞

気
味
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
っ
た
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
感
じ
は
し
て
い
ま
す
。

資
材
等
の
価
格
の
問
題
に
加
え
、
も
う
一
つ
大
き
な
問
題
は
労

働
力
の
確
保
で
す
。
規
模
拡
大
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
し
い
労

働
力
を
導
入
出
来
る
か
ど
う
か
が
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

二
つ
の
問
題
も
あ
っ
て
、
思
う
よ
う
に
規
模
拡
大
が
図
れ
て
い
な
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い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
は
も
う
少
し
詳
し
く
分
析
し
て

み
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
の
話
は
、
農
地
の
集
積
水
準
が
際
立
っ
て
高
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
て
、
こ
の
五
年
間
で
上
層
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
が

進
ん
で
い
る
地
域
の
ト
ッ
プ
が
埼
玉
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
前
回

の
セ
ン
サ
ス
分
析
で
も
確
か
そ
ん
な
話
を
し
た
よ
う
な
気
が
す
る

の
で
す
が
、
茶
の
生
産
地
で
経
営
面
積
の
拡
大
を
図
っ
た
大
き
な

経
営
が
幾
つ
か
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
影
響
が
出
て
い
ま

し
た
。
今
回
も
同
じ
な
の
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
水
稲
作
付
面
積
規
模
別
の
経
営
体
数
の
と
こ
ろ
で
話
し

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
水
稲
の
作
付
面
積
の
拡
大
を
図
っ
た
経
営
体

は
ほ
と
ん
ど
増
え
て
お
ら
ず
、
稲
作
の
規
模
拡
大
志
向
が
停
滞
す

る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
政
策
的
な
要
因
が
大
き
く

反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
も
っ
と
細
か
く
個
票
な
ど
を
使
っ
て
分
析

し
て
み
な
い
と
、
何
と
も
言
え
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

○
安
藤

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
ほ
か
の
先

生
方
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
小
林
先
生
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
セ
ン
サ
ス
が
抱
え
る
問
題
点
）

○
小
林

セ
ン
サ
ス
の
信
頼
度
の
問
題
が
随
分
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
我
々
が
セ
ン
サ
ス
を
見
る
場
合
、
ど
こ
を
注
意
し
て
見
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

○
橋
詰

根
本
的
な
部
分
か
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
見
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
セ
ン
サ
ス
で
の
デ
ー
タ
の
動
き
、
傾

向
と
、
今
回
の
動
き
が
ど
う
違
う
の
か
。
も
し
違
い
が
大
き
い
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
違
い
を
説
明
で
き
る
要
因
が
き
ち
ん
と
あ
る
か

ど
う
か
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
前
回
の
セ
ン
サ
ス
で
疑
問
の
声
が
多
か
っ
た
常
雇
い

の
人
数
の
急
減
な
ど
は
、
規
模
拡
大
を
図
っ
て
い
る
経
営
体
が
一

定
数
存
在
し
、
し
か
も
我
が
国
全
体
の
農
業
生
産
額
が
、
他
の
統

計
で
見
れ
ば
そ
ん
な
に
減
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用

労
働
力
は
三
〜
四
割
も
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
で
は
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
労
働
生
産
性
が
高
ま
っ
た
の
か
と
い
っ
た
ら
、
そ

れ
は
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
、
そ
う
な
る
と
こ
の
デ
ー
タ
の
信
頼

性
は
低
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。
デ
ー
タ
の
動
き
を
注

視
し
、
明
ら
か
に
異
な
る
動
き
に
対
し
て
は
疑
問
の
目
で
見
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
特
殊
な

要
因
が
絡
ん
で
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
し

っ
か
り
と
見
極
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
。

○
小
林

今
回
は
特
に
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

○
橋
詰

ま
だ
基
礎
的
な
デ
ー
タ
し
か
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で

全
体
像
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
団
体
経
営
体
の
内
部
農
業
労
働
力
の

一
部
で
あ
る
農
業
専
従
者
数
が
、
今
回
再
び
急
増
し
て
お
り
、
先

ほ
ど
の
常
雇
い
と
と
も
に
確
認
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
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ま
す
。

○
小
林

そ
こ
を
補
正
す
る
方
法
と
い
う
の
は
な
い
の
で
す
よ

ね
。

○
橋
詰

あ
り
ま
せ
ん
。
疑
わ
し
い
デ
ー
タ
は
使
わ
な
い
と
い
う

の
が
正
解
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
セ
ン
サ
ス
で
も
調
査
票
で
の

設
問
方
法
を
変
え
た
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
な
結
果
が
公
表

さ
れ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
慎
重
に
見
て
い
く

必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

○
友
田

今
の
こ
と
に
関
連
し
て
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
の
セ
ン

サ
ス
を
見
る
と
き
に
一
番
注
意
し
て
お
く
べ
き
調
査
方
法
の
変
更

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
ど
こ
ら
辺
に
あ
り
ま
す
か
。

（
セ
ン
サ
ス
を
見
る
場
合
の
注
意
点
）

○
橋
詰

今
回
の
セ
ン
サ
ス
で
は
、
家
族
農
業
労
働
力
以
外
の
労

働
力
の
把
握
方
法
を
再
び
変
更
し
て
い
ま
す
。
特
に
常
雇
い
は
、

前
回
は
一
人
ず
つ
リ
ス
ト
化
し
て
把
握
し
て
い
た
も
の
を
、
再
び

年
齢
・
従
事
日
数
区
分
別
に
人
数
把
握
す
る
方
法
に
戻
し
て
い
ま

す
し
、
団
体
経
営
体
の
内
部
農
業
労
働
力
に
つ
い
て
も
、
前
回
の

補
助
票
を
用
い
た
把
握
方
法
か
ら
調
査
票
で
八
〇
人
ぐ
ら
い
ま
で

拾
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
回
の
調
査
方
法
で
は
、
常
雇

い
や
団
体
経
営
体
の
内
部
農
業
労
働
力
の
把
握
が
十
分
に
で
き
な

か
っ
た
こ
と
の
証
左
と
も
言
え
ま
す
が
、
特
に
常
雇
い
に
つ
い
て

は
一
〇
年
前
と
同
じ
調
査
方
法
に
戻
し
ま
し
た
か
ら
、
一
〇
年
前

の
デ
ー
タ
と
直
接
つ
な
げ
た
分
析
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

あ
と
、
今
回
は
話
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
農
産
物
の
輸
出
に
つ

い
て
も
調
査
項
目
が
増
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
理
由
な
の
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
前
々
回
は
六
〇
〇
弱
、
前
回
は
一
〇
〇
ぐ

ら
い
減
っ
て
四
〇
〇
ち
ょ
っ
と
に
な
っ
て
い
た
輸
出
を
行
っ
て
い

る
経
営
体
数
が
、
今
回
は
爆
増
し
八
千
経
営
体
を
超
え
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
そ
の
半
数
以
上
は
販
売
金
額
も
数
量
も
把
握
し
て

い
な
い
経
営
体
で
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
速
報
の
解
説
に
は
全

く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
設
問
方
法
を
変
え
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
と
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
限
ら
れ
た
紙
面
を
使
っ
て
、
経

営
体
の
経
営
内
容
に
関
す
る
細
か
な
調
査
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

と
前
か
ら
ず
っ
と
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
青
色
申
告
の
取
り
組

み
、
デ
ー
タ
の
利
用
、
輸
出
へ
の
取
り
組
み
と
い
っ
た
個
々
の
経

営
内
容
に
か
か
わ
る
調
査
は
、
実
施
の
有
無
の
み
を
セ
ン
サ
ス
で

把
握
し
、
こ
れ
を
母
集
団
に
標
本
調
査
や
数
が
少
な
け
れ
ば
全
数

調
査
で
詳
し
い
調
査
を
行
う
の
が
本
来
の
統
計
調
査
の
在
り
方
だ

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
前
々
回
の
セ
ン
サ
ス
あ
た
り
か
ら
、
行

政
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
た
項
目
を
何
で
も
セ
ン
サ
ス
で
把
握
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
業
構
造
や
就
業
構

造
を
分
析
す
る
た
め
に
重
要
な
基
礎
的
デ
ー
タ
の
削
減
が
続
い
て

お
り
、
こ
う
い
う
こ
と
が
調
査
精
度
な
ど
に
も
影
響
し
て
い
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
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○
安
藤

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
は
堀
口
先
生
、
お
願

い
し
ま
す
。

（
個
別
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
）

○
堀
口

表
11
（
未
収
録
資
料
）
の
借
地
に
よ
る
農
地
流
動
化
の

地
域
性
で
、
借
入
耕
地
面
積
率
上
昇
ポ
イ
ン
ト
数
が
高
い
埼
玉

県
、
京
都
府
、
静
岡
県
、
茨
城
県

私
は
茨
城
を
見
て
き
た
け

れ
ど
も
、
今
ま
で
挙
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
が
こ
こ
で
挙
が
っ
て

く
る
の
は
何
か
理
由
が
あ
る
？

あ
る
い
は
、
富
山
な
り
そ
ち
ら

の
ほ
う
は
一
段
落
し
て
、
そ
う
大
き
く
傾
向
は
出
な
い
で
、
今
ま

で
動
い
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
、
県
別
に
取
れ
ば
数
字
と
し
て

は
大
き
い
と
い
う
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

○
橋
詰

集
落
営
農
が
中
心
的
な
農
地
の
受
け
手
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ま
で
高
い
水
準
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

こ
が
そ
ろ
そ
ろ
受
け
入
れ
る
農
地
が
飽
和
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
そ
う
い
う
組
織

が
な
い
と
こ
ろ
で
も
二
〇
％
前
後
の
離
農
が
起
こ
っ
て
お
り
、
農

地
が
地
域
に
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
個
別
の
大
規
模
経
営
体

が
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
埼
玉
だ
と
か
茨
城
だ
と
か
は
、

組
織
で
は
な
く
個
別
の
経
営
体
が
受
け
手
と
な
っ
て
農
地
を
集
積

し
、
借
地
に
よ
る
流
動
化
が
活
発
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

だ
か
ら
、「
担
い
手
」
層
へ
の
農
地
水
準
は
、
集
落
営
農
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
県
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
低
い
わ
け
で
す

が
、
こ
の
五
年
間
で
集
積
率
は
ぐ
っ
と
上
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
集
落
営
農
が
だ
ん
だ
ん
農
地
を
受
け
切
れ
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
も
事
実
で
、
佐
賀
な
ど
借
地
面
積
が
ほ
と
ん
ど
増
加
し
て

い
な
い
県
が
出
て
き
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

○
堀
口

こ
れ
を
見
て
い
て
、
全
体
の
報
告
は
マ
イ
ナ
ス
な
り
難

し
い
と
こ
ろ
は
一
段
と
停
滞
、
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス
だ
け
れ
ど
も
、

そ
う
い
う
中
で
、
ど
こ
か
動
き
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
県
別
に
見
る

し
か
面
白
い
傾
向
は
出
て
こ
な
い
。

○
橋
詰

そ
う
で
す
ね
。
県
内
で
も
様
々
な
地
域
差
は
あ
る
の
で

す
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
県
別
ぐ
ら
い
で
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て

見
て
い
か
な
い
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
デ
ー
タ
だ
け
で
は
昔
の
よ
う

に
き
れ
い
な
地
域
差
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

で
も
逆
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
に
県
間
で
の
差
が
ど
ん
ど

ん
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
、
必
然
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
差
も
大
き

く
な
る
わ
け
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
間
で
の
違
い
が
再
び
出
て
く
る
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
北
陸
だ
と
か
東
北
と
、
山
陰
と
か
山

陽
、
四
国
と
い
っ
た
東
西
の
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
差
が
再
び
大
き
く
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
安
藤

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
神
山
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

（
稲
作
経
営
の
動
向
）

○
神
山

技
術
的
な
問
題
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
表
2
で
す
が
、

水
稲
作
付
面
積
規
模
別
の
農
業
経
営
体
数
と
い
う
の
が
あ
り
ま
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す
。
農
水
省
が
発
表
し
て
い
る
二
〇
年
セ
ン
サ
ス
は
、
一
五
ha
以

上
の
面
積
シ
ェ
ア
が
二
七
・
二
％
で
、
今
回
二
五
年
は
、
販
売
目

的
の
水
稲
作
付
面
積
規
模
一
五
ha
以
上
層
の
と
こ
ろ
で
、
経
営
耕

地
面
積
シ
ェ
ア
を
そ
の
ま
ま
見
て
い
い
の
で
す
か
。

○
橋
詰

速
報
で
は
販
売
目
的
の
水
稲
作
付
面
積
規
模
別
経
営
体

数
の
デ
ー
タ
し
か
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
水
稲
作
付
面
積
規
模
別

の
作
付
面
積
の
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
の
は
、
田
、
畑
、

樹
園
地
を
合
計
し
た
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
の
経
営
耕
地
面
積
の

デ
ー
タ
で
す
。
確
定
値
に
基
づ
く
経
営
部
門
別
統
計
が
公
表
さ
れ

れ
ば
、
そ
の
中
の
水
稲
部
門
の
統
計
表
の
中
に
は
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

（
増
減
分
岐
規
模
の
上
昇
の
推
測
）

○
神
山

分
解
基
軸
（
増
減
分
岐
規
模
）
の
問
題
な
の
で
す
け
れ

ど
も
、
概
数
値
で
は
経
営
耕
地
面
積
規
模
一
〇
ha
が
分
解
基
軸
に

な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
間
の
構
造
動
態
調
査
結
果
の
動
向
な
ど

を
み
て
い
く
と
、
ど
う
も
一
〇
〜
一
五
ha
、
一
五
〜
二
〇
ha
と
階

層
区
分
を
細
分
し
て
く
る
と
、
分
解
基
軸
は
一
五
ha
に
上
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
う
で
も
な
い
で
す
か
。

○
橋
詰

今
回
、
一
〇
〜
二
〇
ha
層
で
経
営
体
数
は
三
％
し
か
増

加
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
恐
ら
く
一
〇
〜
一
五
ha
、
一
五
〜
二
〇

ha
に
区
切
っ
て
み
る
と
、
一
〇
〜
一
五
ha
層
は
減
少
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
経
営
体
数
の
増

減
分
岐
規
模
は
一
五
ha
に
上
昇
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
現
段
階
で
は
こ
の
面
積
の
刻
み
で
し
か
デ
ー
タ
が
な
い

の
で
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
〇
〜
二
〇
ha
の
区
分
に
つ
い
て
は

規
模
を
細
分
し
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

○
神
山

し
か
し
、
大
規
模
化
が
鈍
っ
て
い
る
と
い
う
か
、
頭
打

ち
に
な
っ
て
い
る
と
見
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

○
橋
詰

そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
二
〇
ha
以
上
の
規
模
層

は
、
そ
の
多
く
が
団
体
経
営
体
で
す
。
団
体
経
営
体
に
は
法
人
化

し
た
家
族
経
営
で
あ
る
一
戸
一
法
人
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
ち
ょ

っ
と
紛
ら
わ
し
い
の
で
す
が
、
そ
の
多
く
は
法
人
組
織
経
営
体
で

す
。
団
体
経
営
体
の
中
の
一
戸
一
法
人
、
法
人
組
織
経
営
体
、
そ

れ
か
ら
非
法
人
の
組
織
経
営
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
く
ら
い
の
面

積
シ
ェ
ア
を
有
す
る
の
か
を
分
解
し
て
見
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
デ
ー
タ
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

地
域
性
の
違
い
が
は
っ
き
り
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

さ
っ
き
登
場
し
た
埼
玉
、
茨
城
、
あ
る
い
は
愛
知
な
ど
は
、
一

戸
一
法
人
の
面
積
シ
ェ
ア
が
か
な
り
高
い
県
で
す
し
、
富
山
だ
と

か
滋
賀
は
集
落
営
農
組
織
由
来
の
法
人
組
織
経
営
体
の
面
積
シ
ェ

ア
が
高
い
県
と
い
う
よ
う
に
、
同
じ
よ
う
に
二
〇
ha
以
上
層
の
面

積
シ
ェ
ア
が
高
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
も
、
地
域
の
農
業
構
造
に
は

大
き
な
違
い
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

○
神
山

一
戸
一
法
人
を
み
ん
な
団
体
経
営
体
に
入
れ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
分
析
が
き
つ
い
で
す
よ
ね
。
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（
一
戸
一
法
人
を
団
体
経
営
体
と
し
た
の
は
失
敗
）

○
橋
詰

そ
も
そ
も
私
は
、
一
戸
一
法
人
を
団
体
経
営
体
と
し
た

こ
と
が
大
き
な
間
違
い
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
団
体
経
営

体
に
入
れ
た
の
な
ら
、
せ
め
て
そ
こ
の
部
分
だ
け
を
取
り
出
し
て

デ
ー
タ
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
セ

ン
サ
ス
結
果
と
あ
る
程
度
接
続
が
図
れ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
現
状
は
、
個
票
を
使
っ
て
分
析
し
な
い
限
り
そ
の
部

分
は
出
て
こ
な
い
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
戸
一
法
人
を
団
体
経
営
体
に
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
家
族
世
帯
員
に
つ
い
て
の
調
査
を
一
切
や
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
家
族
経
営
で

あ
れ
ば
、
法
人
化
し
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
家
族
世
帯
員
一
人

ず
つ
農
業
や
農
業
以
外
の
従
事
状
況
が
調
査
さ
れ
て
き
た
わ
け
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
前
回
セ
ン
サ
ス
で
法
人
化
し
た
も
の
を
全
て
団

体
経
営
体
に
し
た
こ
と
で
、
昔
の
組
織
経
営
体
と
同
じ
調
査
方
法

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
で
何
が
起
こ
っ
た
か
と
言
え
ば
、
一
戸
一
法
人
に
は

基
幹
的
農
業
従
事
者
が
た
く
さ
ん
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
二

〇
二
〇
年
の
従
事
者
数
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

す
。
残
念
な
が
ら
、
調
査
が
さ
れ
て
い
な
い
以
上
は
、
個
票
を
組

み
替
え
よ
う
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
わ
け
で
す
が
、
一
刻
も
早
く

従
前
の
集
計
区
分
で
あ
る
家
族
経
営
体
に
一
戸
一
法
人
を
含
め
、

団
体
経
営
体
は
組
織
経
営
体
に
戻
し
て
欲
し
い
と
個
人
的
に
は
願

っ
て
い
ま
す
。

○
神
山

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
安
藤

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
作
山
先
生
か
ら
コ
メ
ン
ト
等
、

ご
ざ
い
ま
す
か
。

（
麦
類
作
経
営
体
の
減
少
の
理
由
は
）

○
作
山

お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
近
の
話
で
は
な

く
て
申
し
訳
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
表
3
を
見
る
と
、
増
減
率

で
麦
類
作
の
経
営
体
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
一
〇
年
ま
で
に
マ
イ
ナ

ス
六
六
・
三
％
と
い
う
こ
と
で
三
分
の
一
に
減
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
何
か
政
策
的
な
事
情
と
か
が
あ
っ
た
の
で
し
た
ら
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
一
つ
目
で
す
。

○
橋
詰

こ
れ
は
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
経
営
安
定

所
得
対
策
の
影
響
で
す
。
つ
ま
り
、
転
作
な
ど
で
麦
を
栽
培
す
る

農
家
や
組
織
が
一
定
規
模
以
上
の
面
積
が
な
い
と
政
策
対
象
か
ら

外
れ
る
と
い
う
こ
と
で
組
織
化
が
図
ら
れ
、
個
別
で
や
っ
て
い
る

小
規
模
な
麦
作
経
営
な
ど
が
一
気
に
減
っ
た
と
い
う
の
が
理
由
か

と
思
い
ま
す
。

○
谷
口

そ
の
典
型
が
恐
ら
く
佐
賀
で
す
よ
ね
。

○
橋
詰

佐
賀
も
そ
う
で
す
が
、
ほ
か
の
県
で
も
該
当
し
ま
す
。

販
売
一
位
部
門
が
麦
類
な
の
で
、
コ
メ
と
麦
両
方
や
っ
て
い
れ

ば
、
大
体
コ
メ
が
一
位
部
門
に
な
り
ま
す
。
そ
の
辺
が
ち
ょ
っ
と

難
し
い
の
で
す
が
、
転
作
だ
け
を
や
っ
て
い
る
組
織
が
展
開
す
る

東
北
な
ど
の
地
域
、
宮
城
な
ど
が
典
型
で
す
が
、
そ
う
い
う
と
こ
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ろ
が
一
番
大
き
く
動
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
人
員
削
減
の
影
響
は
）

○
作
山

分
か
り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
あ
り
ま
し
て
、
セ
ン
サ
ス

か
ら
ち
ょ
っ
と
外
れ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
去
年
、
米
の
価
格
が

上
が
っ
た
と
き
に
単
収
調
査
の
精
度
が
注
目
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

人
か
ら
統
計
情
報
部
の
人
を
減
ら
し
た
影
響
は
ど
う
な
の
だ
と
い

う
の
は
随
分
聞
か
れ
ま
し
た
。
セ
ン
サ
ス
は
全
数
調
査
だ
か
ら
そ

ん
な
に
影
響
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
橋
詰
さ
ん
は

統
計
部
の
Ｏ
Ｂ
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
過
去
二
〇
年
ぐ
ら
い
随
分

人
が
減
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
統
計
の
質
と
か
調
査
の
精
度

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
何
か
影
響
が
あ
っ
た
と
お
考
え
で
す

か
。

○
橋
詰

私
の
感
想
で
す
け
れ
ど
も
、
間
違
い
な
く
影
響
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
サ
ス
で
あ
っ
て
も
影
響
が
全
く
な
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
セ
ン
サ
ス
の
実
査
は
都
道
府
県
、
市
町
村
を
通

じ
て
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
他
の
省
庁
の
セ
ン
サ
ス
と
同
じ
よ

う
に
、市
町
村
が
調
査
員
を
使
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。問
題
は
、

本
省
に
上
が
っ
て
き
た
デ
ー
タ
を
審
査
す
る
体
制
、
チ
ェ
ッ
ク
す

る
機
能
が
昔
に
比
べ
格
段
に
低
下
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
と
は
言
え
、
人
員
が
削
減
さ
れ
て
き
た
影
響
と
い
う
の
は
セ

ン
サ
ス
以
外
の
標
本
調
査
の
方
が
大
き
く
、
調
査
標
本
数
の
削
減

や
調
査
項
目
の
簡
素
化
、
実
査
の
外
部
委
託
な
ど
に
よ
っ
て
、
必

要
と
さ
れ
る
統
計
の
作
成
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
調
査
精
度
が

落
ち
て
し
ま
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

○
作
山

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
か
ら
の
質
問
は
以
上

で
す
。

○
安
藤

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ
で
は
、谷
口
先
生
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
樹
園
地
を
め
ぐ
る
動
き
）

○
谷
口

い
っ
ぱ
い
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
頭
が

十
分
に
は
つ
い
て
い
か
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一
つ
些
細
な
質

問
を
し
ま
す
。
図
3
で
、
第
四
象
限
、
第
一
象
限
に
ま
た
が
っ
て

静
岡
と
鹿
児
島
が
右
の
真
ん
中
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
少
し
上
の
左
の
ほ
う
に
和
歌
山
と
愛
媛
が
あ
り
ま
す
が
、「
両

減
少
率
の
差
が
一
〇
ポ
イ
ン
ト
の
ラ
イ
ン
」
の
上
の
と
こ
ろ
に
和

歌
山
が
あ
っ
て
、
そ
の
横
の
右
の
ほ
う
に
愛
媛
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る
と
和
歌
山
と
愛
媛
が
上
の
ほ
う
に
あ

っ
て
、
静
岡
と
鹿
児
島
が
右
に
あ
っ
て
と
い
う
よ
う
に
、
雰
囲
気

が
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
さ
き
ほ
ど
一
番
最
初
に
指
摘
さ
れ
た
樹
園
地
の
減
少

と
い
う
の
が
引
き
続
き
大
き
い
と
い
う
問
題
に
関
連
し
て
で
す

が
、
上
の
方
の
グ
ル
ー
プ
は
ミ
カ
ン
、
下
の
ほ
う
は
お
茶
の
生
産

が
と
く
に
盛
ん
で
す
。
和
歌
山
な
ど
は
Ｊ
Ａ
出
資
型
法
人
も
乗
り

出
し
て
、
樹
園
地
を
耕
作
放
棄
化
す
る
の
を
防
い
で
い
る
と
こ
ろ

な
の
で
す
が
、
耕
作
放
棄
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
お
茶
は
こ
の
間

ず
っ
と
経
営
環
境
が
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
多
分
ま
だ
セ
ン
サ
ス
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に
十
分
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
は
思
う
の
で
す
が
、
抹
茶
ブ

ー
ム
で
規
模
拡
大
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
も
っ

て
い
ま
す
。
昨
日
、
現
地
調
査
を
し
た
の
で
す
が
、
普
通
の
畑
、

田
ん
ぼ
が
耕
作
放
棄
化
す
る
の
と
違
っ
て
、
樹
園
地
が
耕
作
放
棄

化
す
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
樹
園
地
と
い
っ

て
も
ミ
カ
ン
と
茶
は
い
く
ぶ
ん
違
う
の
か
な
と
感
じ
た
も
の
で
す

か
ら
、
ど
う
見
た
ら
い
い
の
か
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

○
橋
詰

そ
う
で
す
ね
。
確
か
に
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
鹿
児
島

と
静
岡
は
お
茶
が
結
構
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
、
果
樹
園
を
多
く
抱
え

る
他
の
県
と
は
や
や
異
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ミ
カ
ン
の
産

地
は
経
営
継
承
が
難
し
く
て
、
離
農
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
話
が

前
回
か
ら
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
耕
作
を
や
め
て
耕
作
放

棄
地
が
増
え
て
い
る
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。
水
田
な
ど
と

違
っ
て
園
地
を
そ
の
ま
ま
人
に
貸
す
の
が
難
し
い
の
で
、
離
農
す

る
と
農
地
が
減
少
し
易
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

同
じ
樹
園
地
で
も
作
物
に
よ
る
違
い
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
重

要
で
あ
り
、
今
回
の
セ
ン
サ
ス
で
は
そ
の
辺
の
色
合
い
が
出
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

○
安
藤

静
岡
の
場
合
、
中
遠
地
域
の
天
竜
川
沿
い
の
水
田
地
帯

で
は
個
別
で
の
規
模
拡
大
が
相
当
進
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の

結
果
が
借
入
耕
地
面
積
の
増
加
率
の
増
大
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
静
岡
は
水
田
地
帯
も
あ
れ

ば
、
樹
園
地
、
茶
園
だ
け
で
な
く
ミ
カ
ン
園
も
あ
り
、
大
変
複
雑

な
農
業
構
造
な
の
で
、
数
字
を
読
み
解
く
の
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。谷

口
先
生
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
茶
園
と
ミ
カ
ン
園
で
農
地

の
動
き
方
が
違
う
感
じ
が
し
て
お
り
ま
す
。
茶
園
に
つ
い
て
は
大

き
な
整
備
事
業
等
を
入
れ
な
が
ら
集
積
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
す

の
で
、
そ
れ
も
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
以
上
、
私
か
ら
の

補
足
説
明
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
お
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

本
日
は
概
数
値
の
段
階
で
、
デ
ー
タ
が
足
り
な
い
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
変
詳
細
な
分
析
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
点
が
、
今
日
の
意
見
交
換
等
を
通

じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
四
月
以
降
、
数
値
が
公
表
さ
れ
た
後
、
詳
細
な
分
析
を

し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
を
楽
し
み
に
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

了
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編
集
後
記

ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
五
輪
が
閉
幕
し
、
日
本
勢
の
メ
ダ

ル
獲
得
数
も
過
去
最
高
の
二
四
個
に
達
し
ま
し
た
。
そ
の
大
躍
進

の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
、
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
、
ビ
ッ
ク
エ
ア
、
ス

ロ
ー
プ
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
競
技
で
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
回
転
技

を
繰
り
出
す
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
種
目
で
の
選
手
陣
の
活
躍
に
あ
っ
た

の
は
確
か
で
す
が
、
大
感
動
劇
を
演
じ
た
の
は
、
前
日
の
シ
ョ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
失
敗
で
失
意
の
五
位
か
ら
奇
跡
の
大
逆
転
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
・
ペ
ア
「
り
く
り
ゅ

う
」
組
の
演
技
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
諦
め
な
い
気

持
ち
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
選
手
達
に
敬
意
と
感
謝
の
拍
手
を

贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
▼
ま
た
、
冬
季
五
輪
開
幕
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
投
開
票
日
を
迎
え
た
第
五
一
回
総
選
挙
は
、
自
民
党
単
独
で
議

席
の
三
分
の
二
を
占
め
る
圧
勝
劇
に
茫
然
自
失
と
な
る
ば
か
り

か
、
強
大
な
権
力
を
得
た
与
党
の
今
後
の
政
権
運
営
に
畏
怖
の
念

さ
え
覚
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
与
党
は
、
衆
議
院
の
任
期
を
フ
ル
に

活
用
し
、
二
年
後
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
ネ
ジ
レ
の
解
消
は

も
と
よ
り
、
三
分
の
二
以
上
の
議
席
確
保
を
目
指
し
、
改
憲
に
向

け
た
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
▼
一
方
、
昨
年

来
、
コ
メ
の
価
格
高
騰
が
社
会
問
題
化
し
た
農
政
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
総
選
挙
で
の
有
権
者
の
関
心
は
相
対
的
に
低
く
か

っ
た
と
感
じ
て
お
り
、
本
誌
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
多
く
の
議

員
が
落
選
の
憂
き
目
に
遭
い
ま
し
た
。
農
政
へ
の
影
響
力
低
下
が

懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
農
林
水
産
委
員
会
は
、
衆
参
共
に
「
農
は
国

の
基
」
と
の
共
通
認
識
の
下
、
与
野
党
の
数
的
格
差
が
あ
っ
た
と

し
て
も
是
々
非
々
の
論
議
が
慣
習
化
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
国
会
審
議
で
は
、
持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
に
向
け
、
ま
た

食
料
安
全
保
障
の
実
効
性
確
保
に
向
け
た
真
摯
な
論
議
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
▼
さ
て
、
今
月
号
に
は
、「
二
〇
二
五
セ
ン
サ

ス
に
見
る
農
業
構
造
の
動
向
」
と
題
す
る
座
談
会
を
収
録
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
定
し
た
農
業
政
策
を
立
案
す
る
上
で
精
度

の
高
い
統
計
デ
ー
タ
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
行
革
論
議
の
中
で
人
員
削
減
が
進
む
農
林
水
産
統

計
部
門
の
組
織
と
業
務
の
後
退
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

に
改
め
て
統
計
の
有
用
性
に
つ
い
て
熟
考
し
て
欲
し
い
も
の
で

す
。

（
岡
本
）
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